
一
一

は
じ
め
に

　

本
居
宣
長
記
念
館
に
寄
託
中
の
書
状
の
中
に
、「
二
月
十
二
日
付
、
横
井
田

守
宛
本
居
宣
長
書
状
」
が
あ
る
。
同
館
研
究
員
の
千
枝
大
志
氏
よ
り
、
こ
れ
が

新
発
見
の
書
状
で
あ
る
旨
紹
介
を
受
け
た
。
横
井
千
秋
と
本
居
宣
長
の
関
係
や
、

尾
張
藩
社
会
と
国
学
の
展
開
に
つ
い
て
は
、拙
著
『
幕
藩
制
社
会
と
国
学
』（
校

倉
書
房
）
や
、『
新
修
名
古
屋
市
史
』
第
四
巻
で
、
す
で
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
又
、
現
在
編
纂
中
（
二
〇
一
一
年
三
月
刊
行
予
定
）
の
『
新
修
名
古
屋

市
史
』
資
料
編
近
世
3
に
は
、
横
井
千
秋
著
述
の
『
白
真
弓
』『
詩
歌
論
』
を

収
録
す
る
予
定
で
あ
り
、
二
〇
一
二
年
三
月
刊
行
予
定
の
『
愛
知
県
史
』
学
芸

編
に
は
、
本
居
宣
長
の
門
人
や
平
田
篤
胤
の
門
人
等
の
書
状
を
収
集
し
て
収
録

す
る
予
定
で
い
る
。

　

こ
う
し
た
事
情
の
中
で
、
改
め
て
新
発
見
の
宣
長
書
状
を
見
る
と
、
宣
長
と

千
秋
の
国
学
認
識
の
違
い
を
中
心
に
、
新
た
な
視
野
が
開
け
る
よ
う
に
思
う
。

こ
の
内
容
の
一
端
に
つ
い
て
、
二
〇
一
〇
年
四
月
十
八
日
に
宣
長
記
念
館
で
開

催
さ
れ
た
「
鈴
屋
学
会
」
で
、「
二
月
十
二
日
付
、
横
井
田
守
宛
宣
長
書
状
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
報
告
を
し
た
。
本
稿
は
、
そ
の
報
告
の
内
容
を
若
干
の
修

正
と
補
足
を
加
え
て
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
新
発
見
書
状
以
外

に
引
用
し
た
書
状
は
、
全
て
筑
摩
書
房
の
『
本
居
宣
長
全
集
』
所
収
の
「
書
簡

集
」「
来
簡
集
」「
書
簡
補
遺
」
に
よ
る
の
で
、
特
に
注
記
は
し
な
い
。

一
、
書
状
の
内
容
と
、
検
討
課
題
に
つ
い
て

1
、
書
状
解
釈
の
前
提

　

書
状
は
二
月
十
二
日
付
で
「
横
井
田
守
」
宛
で
あ
る
。
尾
張
藩
士
の
横
井
十

郎
左
衛
門
宏
時
（
千
秋
）
は
、
寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
十
二
月
に
五
十
五
才

で
隠
居
し
、
家
督
を
養
子
の
時
恭
に
譲
っ
た
。

　

現
存
す
る
宣
長
の
千
秋
宛
の
書
状
の
宛
名
は
、
寛
政
四
年
十
月
三
十
日
付
が
、

「
横
井
十
郎
左
衛
門
様
」
で
、次
の
寛
政
五
年
正
月
十
四
日
付
が
「
横
井
田
守
様
」

と
な
っ
て
い
る
。「
田
守
」
へ
の
改
名
は
、
同
書
状
に
よ
れ
ば
、
千
秋
が
隠
居

を
期
に
改
名
を
意
図
し
、
宣
長
が
数
種
の
案
を
出
し
、
千
秋
が
そ
の
中
か
ら
選

ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
後
の
宣
長
の
書
状
で
「
十
郎
左
衛
門
様
」
と
記
さ

れ
て
い
る
の
は
、
養
子
の
時
恭
の
こ
と
で
あ
る
。
養
子
の
時
恭
も
寛
政
四
年
に

宣
長
に
入
門
し
て
い
る
。
門
人
帳
に
は
「
横
井
十
郎
左
衛
門
千
足
」
と
記
さ
れ

新
発
見
の
書
状
か
ら
見
た
、
本
居
宣
長
と
横
井
千
秋

A relations betw
een M

otoori-N
orinaga and Yokoi-C

hiaki in new
 discovery letter

岸
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て
い
る
。

　

書
状
を
理
解
す
る
上
で
、
尾
張
藩
と
横
井
家
の
影
響
力
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

尾
張
藩
は
六
十
二
万
石
で
、
徳
川
家
康
の
九
男
徳
川
義
直
か
ら
始
ま
る
。
寛
政

期
の
藩
主
は
、
九
代
の
従
二
権
大
納
言
徳
川
宗
睦
で
あ
る
。
宗
睦
は
、
老
中
田

沼
を
失
脚
さ
せ
、
徳
川
一
門
の
白
河
藩
主
松
平
定
信
を
擁
立
し
、
所
謂
「
寛

政
の
改
革
」
を
推
進
さ
せ
た
、
影
の
最
高
実
力
者
で
あ
る
。
名
古
屋
の
出
版

は
、
従
来
、
京
都
本
屋
仲
間
の
傘
下
に
あ
り
、
京
都
を
経
由
し
な
い
と
出
版
で

き
な
く
不
便
で
あ
っ
た
。
寛
政
六
年
に
宗
睦
の
力
で
、
名
古
屋
の
書
肆
は
、
京

都
本
屋
仲
間
か
ら
独
立
し
、
独
自
の
出
版
が
可
能
に
な
っ
た
。
宣
長
の
著
作
の

多
く
が
、
名
古
屋
の
永
楽
屋
東
四
郎
等
か
ら
出
版
さ
れ
る
、
重
要
な
背
景
で
あ

る
。
横
井
家
は
、
名
前
に
必
ず
「
時
」
を
用
い
る
が
、
こ
れ
は
鎌
倉
幕
府
の
執

権
北
條
氏
の
末
裔
と
の
認
識
か
ら
で
あ
る
。横
井
家
は
、中
世
以
来
、尾
張
海
東
・

海
西
郡
に
所
領
を
持
っ
た
在
地
武
士
で
あ
り
、
尾
張
藩
家
臣
団
に
編
成
さ
れ
た

後
、
伊
折
介
家
（
四
千
石
・
家
老
等
）、
孫
右
衛
門
家
（
千
八
百
石
・
用
人
等
）、

十
郎
左
衛
門
家
（
千
石
・
用
人
等
）
の
三
家
を
中
心
に
重
要
な
役
職
を
占
め
た
。

千
秋
は
兄
の
急
死
に
よ
り
相
続
し
た
た
め
、
七
百
石
で
あ
っ
た
が
、
御
部
屋
御

用
人
な
ど
に
な
っ
て
い
る
。
天
明
三（
一
七
三
八
）年
に
死
去
し
た
俳
文
集『
鶉

衣
』
で
著
名
な
横
井
也
有
は
、
孫
右
衛
門
時
般
で
用
人
や
寺
社
奉
行
に
な
っ
て

い
る
。
千
秋
の
俳
諧
の
師
で
も
あ
っ
た
。
千
秋
の
養
子
時
恭
（
千
足
）
は
、
伊

折
介
家
の
次
男
で
あ
っ
た
。
千
秋
隠
居
後
、
相
続
し
た
養
子
千
足
は
、
す
ぐ
に

藩
主
嫡
子
治
行
の
小
姓
と
な
り
、治
行
死
去
後
に
は
、藩
主
宗
睦
の
小
姓
と
な
っ

て
い
る
。横
井
三
家
の
結
束
は
強
く
、藩
政
と
文
化
の
両
面
で
結
び
つ
い
て
い
た
。

2
、
書
状
の
内
容
・
要
旨

「
二
月
十
二
日
付
、
横
井
田
守
宛
宣
長
書
状
」
の
内
容
の
要
旨
を
以
下
簡
単
に

略
記
し
て
お
く
。「
横
井
田
守
」
に
つ
い
て
は
、
隠
居
前
と
の
継
続
性
も
あ
り
、

以
下
「
横
井
千
秋
」
の
表
記
で
統
一
す
る
。

①
『
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
』
著
述
の
件

　

浜
田
藩
主
松
平
周
防
守
康
定
の
急
な
出
版
希
望
で
『
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
』

の
著
述
に
取
り
掛
か
り
多
忙
で
あ
る
。

②
横
井
千
秋
著
作
の
書
物
の
件

　

千
秋
は
、
宣
長
に
自
分
の
著
作
草
稿
「
玉
矛
百
首
解
」
を
送
付
し
、
宣
長
は

こ
れ
を
落
手
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
草
稿
の
ま
ま
で
、
注
釈
の
張
り
紙
が

多
く
入
り
組
ん
で
お
り
、
宣
長
の
方
で
書
き
直
し
が
必
要
だ
と
思
う
。
し
か
し

今
す
ぐ
に
手
を
入
れ
完
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
時
間
が
か
か
る
。

　

ま
た
、
千
秋
草
稿
「
日
本
書
紀
神
代
巻
改
訓
」
の
添
削
校
訂
の
件
は
、
前
々

か
ら
云
っ
て
い
る
よ
う
に
難
し
く
す
ぐ
に
は
で
き
な
い
。
ま
た
『
新
古
今
集
』

の
現
代
語
訳
に
つ
い
て
は
、『
古
今
集
遠
鏡
』
の
よ
う
な
も
の
は
、
決
し
て
で

き
な
い
。

③
宣
長
紀
州
行
の
件

　

植
松
有
信
か
ら
、
御
聞
き
下
さ
っ
て
い
る
紀
州
行
の
件
は
、
紀
州
藩
主
が
二

月
二
十
七
日
発
駕
の
た
め
、
今
年
は
中
止
に
な
っ
た
。

④
『
古
今
集
遠
鏡
』
出
版
の
件

『
古
今
集
遠
鏡
』
す
べ
て
出
来
て
喜
ん
で
い
る
。
し
か
し
千
秋
の
「
序
文
」
が

完
成
し
な
い
の
で
、
出
版
が
で
き
な
い
と
植
松
有
信
か
ら
聞
い
た
。
毎
度
申
し

て
い
る
よ
う
に
、
ど
こ
か
で
気
持
ち
の
区
切
り
を
つ
け
な
い
と
、
い
つ
ま
で
も

著
述
は
完
成
し
な
い
。
特
に
、
こ
の
書
は
一
日
も
早
く
出
版
し
た
い
。「
序
文
」

の
板
下
・
彫
刻
と
も
気
に
入
ら
な
け
れ
ば
、
追
っ
て
改
め
る
こ
と
に
し
て
、
今

回
は
、
こ
の
ま
ま
で
、
是
非
早
く
出
版
を
御
願
い
し
た
い
。
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3
、
書
状
の
発
信
年

　

こ
の
書
状
に
は
、
後
筆
で
「
こ
は
寛
政
十
年
、
翁
が
六
十
九
才
之
春
、
門
人

横
井
千
秋
ニ
与
え
た
る
も
の
に
て
書
中
古
今
集
遠
鏡
之
こ
と
あ
り
、
本
文
既
に

刻
成
、
序
之
た
め
開
版
遅
申
し
を
促
せ
る
の
条
見
ゆ
、
又
和
歌
山
参
候
之
こ
と

も
披
ぜ
り
、
翁
ハ
翌
十
一
年
二
月
紀
伊
国
へ
行
け
り
」
と
の
記
載
が
付
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
誤
り
で
、
寛
政
九
年
二
月
十
二
日
の
書
状
で
、
本
居

宣
長
六
十
八
才
、
横
井
千
秋
六
十
才
の
春
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
前
記
書
状
の
内
容
と
、
こ
の
書
状
の
前
後
の
書
状
を
検

討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
確
認
し
た
い
。

　

寛
政
九
年
正
月
四
日
付
、
植
松
有
信
宛
の
書
状
で
宣
長
は
、
①
『
古
今
集
遠

鏡
』
一
ノ
巻
校
合
摺
の
校
合
を
即
刻
行
い
、
植
松
に
送
っ
た
。
②
二
月
上
旬
に

和
歌
山
へ
行
く
予
定
で
あ
る
。
行
け
ば
『
古
今
集
遠
鏡
』
二
番
校
合
が
延
引
す

る
。
全
体
と
し
て
『
古
今
集
遠
鏡
』
の
彫
刻
は
よ
く
で
き
て
い
る
。
直
す
と
こ

ろ
も
少
な
い
の
で
、
校
合
は
、
植
松
に
頼
み
た
い
。
横
井
の
序
文
と
外
題
袋
も

同
様
、
植
松
に
頼
み
た
い
。
③
『
古
今
集
遠
鏡
』
の
板
本
出
来
次
第
、
一
日
も

早
く
出
版
し
た
い
。
と
の
内
容
を
書
き
送
っ
て
い
る
。

　

寛
政
九
年
二
月
七
日
付
、
小
篠
敏
宛
の
書
状
で
宣
長
は
、
①
『
源
氏
物
語
玉

の
小
櫛
』
の
彫
刻
を
植
松
に
申
し
付
け
る
よ
う
に
、
松
平
康
定
か
ら
の
依
頼
が

あ
っ
た
。
植
松
に
伝
え
る
と
あ
り
が
た
が
っ
て
い
た
。
②
二
月
二
十
七
日
に
は
、

紀
州
藩
主
が
江
戸
へ
向
け
て
発
駕
な
の
で
、
宣
長
の
紀
州
行
は
十
中
九
迄
は
中

止
の
は
ず
。

　

寛
政
九
年
三
月
七
日
付
、
本
居
春
庭
宛
の
書
状
に
宣
長
は
「
我
等
若
山
行
弥

相
止
ミ
申
候
」
と
記
し
、
和
歌
山
行
き
の
中
止
が
確
定
し
た
と
知
ら
せ
て
い
る
。

　

寛
政
九
年
五
月
九
日
付
、
春
庭
宛
の
書
状
で
宣
長
は
「
古
今
集
遠
鏡
、
や
う

や
く
此
間
板
本
出
来
参
申
候
、
殊
外
宜
ク
出
来
申
候
、
売
本
ハ
い
ま
た
不
参
候
」

と
記
し
、『
古
今
集
遠
鏡
』
の
刊
行
を
知
ら
せ
て
い
る
。

　

以
上
、
前
後
の
書
状
を
み
る
と
、
宣
長
の
紀
州
行
の
件
は
、
寛
政
九
年
正
月

四
日
付
で
は
、
予
定
さ
れ
て
お
り
、
二
月
七
日
付
で
は
、「
十
中
九
迄
」
中
止

見
込
み
。
三
月
七
日
付
で
中
止
確
定
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
止
を

告
げ
て
い
る
二
月
十
二
日
付
の
新
発
見
書
状
は
、
寛
政
九
年
の
も
の
と
い
え
る
。

『
古
今
集
遠
鏡
』
の
出
版
の
件
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　

寛
政
九
年
正
月
四
日
付
で
、
紀
州
行
を
前
提
に
校
合
を
植
松
有
信
に
依
頼
し
、

出
版
を
急
ぐ
。
二
月
七
日
付
で
は
、
記
載
が
な
い
。
五
月
九
日
付
で
は
、
刊
行

済
み
の
記
載
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
宣
長
が
、
延
引
し
て
い
る
『
古
今
集
遠

鏡
』
の
刊
行
を
、
千
秋
に
強
く
懇
願
し
て
る
、
二
月
十
二
日
付
の
書
状
は
、
こ

の
件
か
ら
も
寛
政
九
年
の
も
の
と
断
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

4
、
検
討
課
題
に
つ
い
て

　

二
月
十
二
日
付
書
状
の
内
容
・
要
旨
は
前
項
で
述
べ
た
。
こ
こ
に
記
さ
れ
て

い
る
、
横
井
千
秋
著
作
草
稿
「
玉
矛
百
首
解
」「
日
本
書
紀
神
代
巻
改
訓
」
の

件
と
『
古
今
集
遠
鏡
』
出
版
の
件
は
、
興
味
深
い
内
容
で
あ
る
。
本
居
宣
長
と

横
井
千
秋
は
、
天
明
五
（
一
七
八
五
）
年
に
千
秋
が
宣
長
に
入
門
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
師
弟
の
関
係
と
な
っ
た
。
宣
長
五
十
六
才
、
千
秋
四
十
八
才
で
あ
る
。

千
秋
は
、
若
い
時
期
に
は
、
暮
雨
巷
暁
台
や
同
族
の
横
井
也
有
に
俳
諧
を
学
び

「
椎
下
園
事
紅
」
等
の
俳
号
で
非
凡
な
才
能
を
見
せ
て
い
た
。、
そ
の
後
、
田
中

道
麿
に
国
学
・
和
歌
を
学
ん
だ
。
そ
う
し
た
学
識
の
上
で
の
宣
長
入
門
で
あ
る
。

入
門
後
の
天
明
七
（
一
七
八
七
）
年
七
月
十
七
日
付
で
、
千
秋
は
宣
長
学
を
媒

介
と
し
た
長
文
の
政
治
論
『
白
真
弓
』
を
著
し
、
尾
張
藩
主
徳
川
宗
睦
や
老
中

松
平
定
信
に
献
上
し
た
。
ま
た
、
寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
三
月
十
五
日
付
の

宣
長
書
簡
が
「
右
、
歌
と
詩
の
け
ち
め
、
又
歌
の
道
の
す
く
れ
て
め
て
た
く
候
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物
に
て
、
お
の
つ
か
ら
国
を
治
め
候
は
む
本
共
な
り
候
へ
き
こ
と
わ
り
を
、
こ

ま
か
に
御
答
候
趣
」
と
記
し
て
賛
辞
を
贈
っ
た
『
詩
歌
論
』
を
著
し
て
い
る
。

千
秋
は
、
尾
張
藩
主
徳
川
宗
睦
を
媒
介
に
し
て
、
国
政
全
体
に
国
学
的
政
治
論

を
広
め
よ
う
と
し
て
い
た
。
千
秋
に
と
っ
て
は
、
宣
長
は
師
で
あ
る
が
、
同
時

に
千
秋
が
構
想
す
る
国
政
改
革
の
重
要
な
要
素
で
も
あ
っ
た
。
千
秋
が
宣
長
の

『
古
事
記
伝
』
を
名
古
屋
の
書
肆
永
楽
屋
東
四
郎
で
出
版
し
よ
う
と
し
た
の
も
、

そ
の
た
め
で
あ
っ
た
。

　

千
秋
は
、
自
ら
著
述
し
宣
長
に
添
削
さ
せ
、
宣
長
に
も
千
秋
の
構
想
で
著
述

を
さ
せ
、
金
主
と
し
て
著
述
の
出
版
を
試
み
た
。
こ
こ
に
、
相
互
に
主
張
し
あ

う
独
自
の
師
弟
関
係
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
月
十
二
日
付
に
記
さ
れ

た
千
秋
草
稿
「
玉
矛
百
首
解
」「
日
本
書
紀
神
代
巻
改
訓
」
の
件
と
、『
新
古
今

集
遠
鏡
』
の
出
版
延
引
問
題
は
、
こ
の
内
容
を
理
解
す
る
た
め
の
重
要
な
糸
口

に
な
る
と
思
う
の
で
、
以
下
検
討
し
て
お
き
た
い
。

二
、『
古
今
集
遠
鏡
』
出
版
に
関
す
る
宣
長
と
千
秋

１
、「
古
今
集
遠
鏡
」
著
述
の
経
緯

『
古
今
集
』
の
現
代
口
語
訳
を
目
的
と
し
た
、『
古
今
集
遠
鏡
』
の
著
述
の
発

端
は
、
寛
政
四
年
十
月
三
十
日
付
、
千
秋
宛
宣
長
書
状
が
明
か
に
し
て
い
る
。

宣
長
は
「
兼
々
蒙
仰
候
、
古
今
集
訳
之
義
、
取
掛
り
段
々
訳
し
申
候
」
と
千
秋

に
書
き
送
っ
て
い
る
。『
古
今
集
』
の
現
代
口
語
訳
は
、
千
秋
の
要
請
で
宣
長

が
著
作
を
始
め
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
和
歌
を
志
す
者
に
と
っ
て
、
当
時

の
基
本
文
献
は『
古
今
集
』で
あ
っ
た
。和
歌
と
政
治
を
結
び
つ
け
た
千
秋
の『
詩

歌
論
』
に
対
す
る
前
記
、
宣
長
の
書
簡
が
同
年
三
月
十
五
日
で
あ
る
こ
と
を
見

れ
ば
、
千
秋
が
「
古
今
集
」
を
多
く
の
人
々
に
流
布
し
よ
う
と
す
る
意
図
は
明

確
で
あ
る
。
し
か
し
『
古
今
集
』
収
録
の
和
歌
は
、千
秋
の
時
代
の
人
々
に
と
っ

て
も
、
理
解
は
簡
単
で
は
な
い
。
現
代
口
語
訳
は
、
原
文
そ
の
も
の
を
理
解
す

る
た
め
の
階
梯
、流
布
の
た
め
に
は
有
効
な
手
段
で
あ
っ
た
。
こ
の
『
古
今
集
』

現
代
口
語
訳
の
題
名
が
『
古
今
集
遠
鏡
』
と
さ
れ
た
の
は
、
翌
寛
政
五
年
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
五
月
十
六
日
付
の
千
秋
宛
の
書
状
で
宣
長
は
、「
古
今
集
遠
鏡

之
儀
、
仰
之
御
趣
承
知
仕
候
、
此
節
ケ
様
之
義
も
い
ま
た
一
向
ニ
得
取
掛
り
不

申
候
」
と
『
古
今
集
遠
鏡
』
の
題
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
執
筆
に

あ
た
っ
て
千
秋
が
宣
長
に
内
容
上
の
注
文
を
つ
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
年
十
一
月
、
宣
長
の
執
筆
が
終
わ
っ
た
よ
う
で
、
十
一
月
十
一
日
付
の

千
秋
宛
の
宣
長
書
状
は
「
古
今
遠
鏡
愈
御
蔵
板
ニ
被
仰
付
、
早
速
御
彫
刻
可
被

成
旨
被
仰
下
（
略
）
別
而
大
慶
仕
候
」
と
記
す
。
千
秋
蔵
板
、
つ
ま
り
千
秋
の

自
費
出
版
と
し
て
、
植
松
有
信
の
彫
刻
で
、『
古
事
記
伝
』
と
同
じ
く
永
楽
屋

東
四
郎
で
出
版
す
る
こ
と
に
な
る
。
宣
長
は
大
変
喜
び
、
十
一
月
十
五
日
付
で

長
瀬
真
幸
に
宛
て
「
古
今
遠
鏡
、
漸
脱
稿
仕
、
此
度
尾
張
へ
遣
し
申
候
、
近
々

上
木
相
成
申
候
」
と
、
原
稿
を
千
秋
の
許
に
送
付
し
、
出
版
も
間
近
で
あ
る
旨

書
き
送
っ
て
い
る
。
宣
長
は
執
筆
に
一
年
余
か
け
て
い
る
。
翌
寛
政
六
年
一
月

十
日
付
の
千
秋
宛
の
書
状
で
宣
長
は
、「
遠
鏡
板
下
之
儀
、
外
ニ
宜
キ
筆
者
思

召
付
御
座
候
由
被
仰
聞
候
、
御
承
知
仕
候
」
と
、
板
下
の
書
者
が
確
定
さ
れ
た

こ
と
を
記
し
て
い
る
。
宣
長
か
ら
す
れ
ば
、「
古
今
集
遠
鏡
」
の
出
版
は
、
既

に
目
前
の
は
ず
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
三
年
後
の
寛
政
九
年
二
月
十
二
日
付

の
書
状
で
宣
長
は
、
な
お
千
秋
に
出
版
を
急
ぐ
よ
う
懇
願
す
る
の
で
あ
る
。
こ

の
延
引
理
由
は
、
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

2
、
宣
長
と
千
秋
の
理
解
差

　

宣
長
が
、
寛
政
五
年
十
一
月
に
は
原
稿
を
千
秋
に
送
っ
て
い
た
こ
と
は
、
前

項
で
見
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
寛
政
六
年
の
前
半
に
は
、『
古
今
集
遠
鏡
』
の
出
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版
が
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
寛
政
六
年
中
の
書
状
に
は
、
関
係
す
る
記
事

を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ほ
ぼ
一
年
後
の
寛
政
七
年
一
月
二
十
日
付
の
千
秋

宛
の
書
状
で
宣
長
は
、『
古
今
集
遠
鏡
』
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
詳
し
く
私

見
を
書
き
送
っ
て
い
る
。

「
遠
鏡
二
冊
被
遣
、
此
度
返
上
仕
候
、
右
二
冊
之
内
、
所
々
御
考
之
御
入
レ
紙

一
々
拝
見
仕
候
、
惣
体
此
書
ハ
注
ニ
而
ハ
無
御
座
、
只
訳
を
主
と
致
し
候
事
故
、

注
ハ
加
へ
不
申
、
其
内
格
別
之
事
ア
レ
バ
、
た
ま
た
ま
注
ノ
如
キ
詞
も
加
申
候

へ
共
、
先
ハ
注
ハ
加
へ
不
申
候
積
り
也
、
心
得
ニ
可
成
事
共
を
加
フ
ル
時
ハ
、

殊
外
事
長
く
相
成
候
故
、
先
注
ノ
如
キ
事
ハ
加
へ
不
申
候
、
夫
故
此
度
之
御
入

紙
之
分
も
多
く
ハ
略
キ
申
候
、
其
内
ニ
朱
ニ
而
△
印
付
申
候
分
ハ
、
細
書
ニ
御

書
加
へ
可
被
成
候
、
右
之
印
無
之
分
ハ
、
御
捨
被
成
可
然
奉
存
候
、
尤
細
書
ニ

ト
申
候
わ
け
ハ
、
此
書
貴
公
様
ニ
而
御
上
木
被
成
候
事
故
、
貴
公
様
御
自
分
ニ

御
書
加
へ
被
成
候
事
故
、
細
書
ニ
ト
申
候
也
」

「
遠
鏡
ニ
付
、
色
々
追
々
御
考
も
出
可
申
候
へ
共
、
惣
体
か
や
う
の
事
ハ
考
へ

候
ヘ
ハ
、
色
々
と
追
々
出
申
候
物
ニ
而
、
い
つ
迄
も
盡
キ
不
申
物
ニ
而
御
座
候

へ
ハ
、
大
体
よ
き
程
ニ
而
事
ヲ
決
し
板
下
御
認
被
成
可
然
奉
存
候
」

　

こ
の
宣
長
の
記
述
か
ら
見
る
と
、
千
秋
は
宣
長
か
ら
『
古
今
集
』
の
現
代
口

語
訳
の
原
稿
「
古
今
集
遠
鏡
」
を
受
け
取
っ
た
後
、
こ
れ
に
、
詳
細
な
注
や
、

千
秋
の
見
解
を
付
し
て
、
宣
長
に
返
送
し
た
よ
う
で
あ
る
。
宣
長
は
自
分
の
著

書
と
し
て
、『
古
今
集
』
の
現
代
口
語
訳
と
、
特
に
必
要
な
も
の
に
限
り
、
注

を
付
し
た
。
宣
長
の
著
者
と
し
て
の
通
例
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
に
手
を

加
え
ら
れ
る
必
要
は
な
い
。
相
手
の
千
秋
は
、
学
問
で
は
弟
子
で
あ
る
。
し
か

し
千
秋
は
、『
詩
歌
論
』
に
い
う
よ
う
に
、「
歌
を
も
て
物
の
あ
は
れ
を
し
る
と

い
ふ
は
、（
略
）
い
ひ
も
て
ゆ
け
ば
、
お
の
づ
か
ら
身
を
を
さ
め
、
家
を
治
め
、

国
を
を
さ
む
る
道
の
本
に
ぞ
あ
る
べ
き
」
た
め
に
こ
そ
、
宣
長
に
『
古
今
集
』

の
現
代
口
語
訳
を
著
述
さ
せ
た
。「
和
歌
」が「
修
身
斉
家
治
国
平
天
下
」の「
本
」

と
な
る
よ
う
に
、
多
く
の
人
々
に
理
解
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、『
古

今
集
』
収
録
の
和
歌
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
多
様
な
解
釈
が
成
立
し
う
る
。
宣
長
の

現
代
語
訳
も
、
こ
れ
で
確
定
と
は
い
い
が
た
い
。
そ
の
正
当
性
を
保
証
す
る
た

め
の
注
を
付
し
た
り
、問
題
点
の
書
き
加
え
は
、蔵
板
主
と
し
て
の
千
秋
に
と
っ

て
は
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
課
題
で
あ
っ
た
。
宣
長
は
、
自
分
の
現
代
語
訳
が

完
成
品
と
考
え
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
と
り
あ
え
ず
、
割
り
切
っ
て
早
く
刊
行

し
た
い
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
蔵
板
主
は
千
秋
で
あ
る
の
で
、
千
秋
の
意

向
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
宣
長
は
、千
秋
の
見
解
・
注
の
仕
分
け
を
し
、

一
部
を
残
し
、
多
く
を
捨
て
る
よ
う
に
千
秋
に
書
き
送
る
。
宣
長
の
著
者
と
し

て
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
残
し
た
千
秋
の
見
解
・
注
は
不
必
要
な
も
の
で
あ
る
。

自
分
の
著
述
で
は
な
い
、
千
秋
著
述
部
分
は
「
細
書
」
と
し
て
、
区
別
で
き
る

よ
う
に
と
考
え
た
。学
問
上
の
弟
子
で
あ
る
、千
秋
著
述
を
収
録
す
る
に
あ
た
っ

て
の
宣
長
の
不
満
は
、「
此
書
貴
公
様
ニ
而
御
上
木
被
成
候
事
故
、
貴
公
様
御

自
分
ニ
御
書
加
へ
被
成
候
事
故
、
細
書
ニ
ト
申
候
也
」
と
の
文
章
と
行
間
に
あ

ら
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
千
秋
は
、
宣
長
の
仕
分
け
と
「
大
体
よ
き
程
ニ
而
事

ヲ
決
し
」
と
の
説
得
は
、
納
得
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

千
秋
か
ら
宣
長
に
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
疑
義
が
届
け
ら
れ
た
と
思
う
が
、

そ
の
宣
長
の
回
答
の
書
状
が
、
こ
の
年
「
某
月
某
日
」
付
で
あ
る
。

「
遠
鏡
へ
御
加
へ
被
成
候
御
考
へ
御
入
レ
紙
之
儀
、
先
達
而
も
申
上
候
通
、
此

書
ハ
全
体
注
解
ニ
而
ハ
無
御
座
候
、
只
俗
語
ノ
訳
ニ
而
御
座
候
故
、
注
解
か
ま

し
き
事
ハ
一
向
加
へ
不
申
候
、
其
内
昔
よ
り
世
人
ノ
心
得
違
来
り
候
事
な
と
ハ
、

折
々
書
加
へ
候
義
、
是
ハ
格
別
之
事
な
ら
で
ハ
書
入
不
申
候
、
此
度
御
考
之
内

ニ
も
、
余
材
抄
、
打
聞
な
と
ニ
見
え
候
事
、
尚
又
世
間
ニ
而
も
大
抵
皆
存
し
候

事
ナ
ト
ハ
、
皆
略
キ
申
候
、
少
々
ツ
ヽ
ノ
事
を
書
加
へ
申
候
而
ハ
、
際
限
無
之
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候
故
、
私
も
申
度
事
ハ
尚
山
々
有
之
候
得
へ
共
、
皆
略
キ
申
候
事
ニ
御
座
候
、

出
版
致
し
候
書
ハ
、
天
下
ノ
人
之
見
申
候
物
ニ
御
座
候
ヘ
ハ
、
色
々
評
判
い
た

し
候
事
、
さ
し
て
も
な
き
事
を
珍
し
げ
に
書
加
へ
候
而
、
返
而
あ
ざ
け
り
を
受

候
事
も
御
座
候
物
ニ
御
座
候
へ
ハ
、
書
加
へ
申
候
も
、
大
分
見
計
ヒ
之
有
之
候

事
ニ
御
座
候
、
左
様
被
思
召
可
被
下
候
、
依
之
此
方
ニ
而
宜
様
作
略
仕
候
事
ニ

御
座
候
、
尚
又
御
入
レ
紙
無
之
事
も
、
私
了
簡
ニ
而
貴
公
様
御
書
入
レ
被
成
候

分
ニ
い
た
し
、
書
加
へ
申
候
義
も
御
座
候
、
左
様
思
召
可
被
下
候
、
以
上
」

　

千
秋
の
疑
義
に
対
す
る
、
宣
長
の
立
場
の
懇
切
丁
寧
な
解
説
と
い
え
る
。
学

者
と
し
て
の
宣
長
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
契
沖
の
『
古
今
余
材
抄
』
や
賀
茂
真

淵
の
『
古
今
集
打
聴
』
等
の
先
行
研
究
が
既
に
述
べ
て
い
る
こ
と
や
、
そ
れ
ほ

ど
重
要
で
も
な
い
こ
と
は
、
省
略
す
る
こ
と
が
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ

ら
を
載
せ
る
こ
と
は
、
書
物
の
価
値
を
下
げ
、
世
間
の
却
っ
て
「
あ
ざ
け
り
」

を
受
け
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
、
千
秋
の
書
入
れ
の
多
く
を
省
い
た
と

い
う
。
仕
分
け
の
結
果
、
千
秋
の
名
前
で
残
す
も
の
も
、
一
部
は
宣
長
が
書
物

の
水
準
を
保
つ
た
め
に
、
代
筆
も
し
た
と
い
う
。

　

宣
長
の
説
明
は
、
学
者
と
し
て
の
基
本
を
よ
く
わ
き
ま
え
た
も
の
と
い
え
る
。

し
か
し
、
千
秋
に
と
っ
て
は
ど
う
か
。『
古
今
余
材
抄
』
や
『
古
今
集
打
聴
』

等
が
、
宣
長
が
い
う
よ
う
に
世
間
の
人
々
の
常
識
で
あ
ろ
う
か
。
学
者
の
世
界

で
の
常
識
と
、
世
間
の
大
衆
の
常
識
と
は
違
う
の
で
は
な
い
か
。
千
秋
が
、
こ

の
書
の
出
版
に
当
た
っ
て
対
象
と
考
え
た
読
者
は
、『
古
今
集
』
所
収
の
和
歌
を
、

そ
の
ま
ま
で
は
理
解
で
き
な
い
人
々
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
現
代
語
訳
を
宣
長
に

依
頼
し
た
。
こ
の
現
代
語
訳
に
対
す
る
注
や
説
明
も
、
こ
の
よ
う
な
人
々
に

と
っ
て
必
要
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
か
っ
た
。
た
と
え
、
先
行
研
究
に
あ
っ
て

も
、
こ
の
読
者
の
理
解
に
資
す
る
物
で
あ
れ
ば
、
記
載
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
蔵

板
主
と
し
て
の
責
任
で
あ
る
。
宣
長
の
学
者
と
し
て
の
誠
意
あ
る
当
然
の
説
明

も
、
尚
、
千
秋
の
腹
に
落
ち
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
寛
政
六
年
段
階
で
、
宣

長
に
誓
詞
を
出
し
て
入
門
し
た
、
千
秋
周
辺
の
尾
張
門
人
は
約
八
十
名
で
あ
る
。

こ
の
意
識
の
高
い
は
ず
の
人
々
も
、
一
人
一
人
を
つ
ぶ
さ
に
み
れ
ば
、
宣
長
ほ

ど
に
は
割
り
切
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
か
、 

五
ヶ
月
程
後
の
寛

政
七
年
六
月
十
五
日
付
の
本
居
春
庭
に
宛
て
た
宣
長
書
状
で
も
尚
「
名
古
屋
板

行
物
、
一
向
何
も
か
も
ら
ち
明
キ
不
申
、
扨
々
待
か
ね
申
候
」
と
、
千
秋
か
ら

の
了
解
が
取
れ
な
い
事
態
を
告
げ
て
い
る
。
千
秋
は
、
宣
長
の
仕
分
け
見
解
を

な
お
再
検
討
し
、
納
得
を
す
る
ま
で
は
、
出
版
を
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

3
、「
遠
鏡
」
出
版
延
期
と
千
秋
の
病
気

①
千
秋
の
病
気

　

宣
長
が
、「
一
向
な
に
も
か
も
ら
ち
明
キ
不
申
」
と
、
出
版
に
つ
い
て
の
焦

り
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
た
寛
政
七
年
に
は
千
秋
は
病
気
に
な
り
、
検
討
が
一
層

遅
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
年
は
、
千
秋
が
五
十
八
才
、
宣
長
が
六
十
六
才

で
あ
っ
た
。
千
秋
と
宣
長
の
死
去
し
た
の
が
同
じ
享
和
元
年
で
あ
り
、
こ
の
六

年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
、
自
覚
の
有
無
は
わ
か
ら
な
い
が
、
結
果

的
に
み
れ
ば
残
さ
れ
た
時
間
が
限
ら
れ
て
き
て
お
り
、
宣
長
の
焦
り
も
理
解
で

き
る
。
こ
の
年
七
月
十
八
日
付
の
植
松
有
信
宛
の
書
状
で
宣
長
は
、「
横
井
千

秋
主
病
気
今
以
同
様
之
由
気
毒
ニ
存
候
事
ニ
御
座
候
」
と
、
千
秋
の
病
気
へ
の

気
遣
い
を
み
せ
て
い
る
。
だ
が
、
宣
長
は
病
気
中
の
千
秋
に
対
し
て
『
古
今
集

遠
鏡
』
出
版
の
催
促
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
直
接
の
書
状
は
残
さ
れ

て
い
な
い
が
、
同
年
八
月
七
日
付
の
鈴
木
真
実
宛
の
書
状
が
、
そ
の
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
鈴
木
真
実
は
勘
定
奉
行
所
の
役
人
で
、
後
に
清
須
代
官
や

上
有
知
代
官
を
経
て
勘
定
吟
味
役
頭
取
と
な
っ
た
。
役
職
上
、
在
村
豪
農
や
村

役
人
と
の
深
い
結
び
付
き
を
持
っ
て
い
た
。『
古
事
記
伝
』
の
刊
行
を
は
じ
め
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千
秋
の
意
向
で
の
宣
長
著
書
の
出
版
に
当
た
っ
て
は
、
千
秋
の
側
近
と
し
て
植

松
有
信
と
共
に
、
実
務
を
担
当
し
て
い
た
。

　

最
初
に
千
秋
病
気
の
件
「
千
秋
主
病
気
様
体
被
仰
聞
、
致
承
知
候
、
是
迄
相

尋
申
候
而
も
、
一
向
様
子
相
分
り
不
申
候
処
、
御
紙
面
之
趣
且
又
盆
前
自
筆
之

書
状
も
参
り
、
先
以
安
心
い
た
し
申
候
、
次
第
ニ
順
快
之
方
ニ
相
聞
え
、
珍
重

ニ
存
候
、
委
細
様
子
被
仰
下
、
忝
奉
存
候
」

　

千
秋
の
病
状
は
植
松
有
信
か
ら
も
伝
え
ら
れ
た
が
、
鈴
木
真
実
か
ら
も
伝
え

ら
れ
た
。
盆
前
（
七
月
二
十
日
以
前
）
に
千
秋
自
筆
の
書
状
も
届
い
て
い
た
。

快
方
に
向
か
っ
て
い
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　

次
に
『
古
今
集
遠
鏡
』
の
件

「
遠
鏡
之
儀
、
御
紙
面
之
趣
委
細
致
承
知
候
、
右
ハ
先
達
而
申
進
候
書
状
、
千

秋
主
へ
御
見
せ
被
下
候
由
、
い
か
ゝ
取
り
被
申
候
哉
、
愚
老
よ
り
右
遠
鏡
板
行

之
事
催
促
い
た
し
候
様
ニ
被
存
候
趣
之
書
面
、
ヶ
様
之
儀
大
ニ
病
気
ニ
障
候
間
、

当
分
ハ
右
体
之
事
せ
つ
き
呉
不
申
候
様
ニ
と
被
申
越
候
、
是
ハ
大
ニ
間
違
ニ
御

座
候
、
此
方
よ
り
ハ
少
し
も
せ
つ
き
申
候
儀
ニ
而
ハ
無
御
座
候
、
右
遠
鏡
之
儀

も
、
兼
々
千
秋
主
ニ
も
殊
外
急
キ
被
申
候
事
故
、
此
節
打
捨
置
申
候
も
、
又
病

気
ニ
障
り
可
申
と
存
シ
、
夫
故
貴
君
迄
先
書
之
通
申
進
候
儀
ニ
御
座
候
、
此
方

よ
り
毛
頭
せ
つ
き
申
候
心
ニ
而
申
進
候
ニ
而
ハ
無
御
座
候
、
此
段
御
序
ニ
可
然

被
仰
達
可
被
下
候
」

「
尚
々
、
遠
鏡
之
儀
も
本
文
ニ
得
貴
意
候
趣
ニ
御
座
候
間
、
此
方
ハ
い
か
や
う

ニ
而
も
不
苦
候
間
、
千
秋
主
病
気
ニ
障
り
不
申
様
、
何
分
可
然
御
取
計
可
被
下

候
、
以
上
」

　

宣
長
の
『
古
今
集
遠
鏡
』
の
刊
行
を
急
ぐ
旨
の
鈴
木
真
実
宛
書
状
を
真
実
が

千
秋
に
見
せ
た
。
こ
の
書
状
の
内
容
を
、
千
秋
と
真
実
が
刊
行
の
催
促
と
受
け

と
め
た
。
そ
こ
で
、
真
実
が
宣
長
に
、
こ
の
よ
う
な
催
促
は
千
秋
の
病
気
に
障

る
の
で
、当
分
の
間
「
せ
つ
き
呉
不
申
様
に
」
と
申
し
入
れ
た
。
宣
長
の
書
状
は
、

こ
れ
に
対
す
る
弁
明
で
あ
る
。
宣
長
は
、
元
々
千
秋
が
早
期
の
刊
行
を
望
ん
だ

も
の
で
あ
り
、
放
置
す
る
の
も
却
っ
て
「
病
気
に
障
」
る
と
考
え
て
、
直
接
に

千
秋
に
で
は
な
く
、
真
実
に
書
状
で
書
き
送
っ
た
も
の
で
、
決
し
て
宣
長
よ
り

「
せ
つ
き
申
候
心
」
で
は
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、『
古
今
集
遠
鏡
』
の
延
引
が

千
秋
の
注
と
解
説
の
件
に
関
わ
っ
て
お
り
、
宣
長
の
気
分
が
春
庭
に
書
き
送
っ

た
「
ら
ち
明
キ
不
申
、
扨
々
待
兼
申
候
」
と
い
う
所
に
あ
る
の
で
、
決
断
の
で

き
な
い
千
秋
に
、
催
促
を
し
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
宣
長
と
し
て
は
、

『
古
今
集
遠
鏡
』
の
刊
行
問
題
と
と
も
に
、
こ
の
時
期
の
最
大
の
課
題
は
千
秋

主
導
の
『
古
事
記
伝
』
の
刊
行
に
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
い
く
つ
か
の
刊
行
が
千

秋
が
関
わ
っ
て
進
展
し
て
い
る
。
宣
長
と
し
て
は
、
千
秋
と
真
実
の
機
嫌
を
そ

こ
ね
な
い
よ
う
に
、
弁
明
に
終
始
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
千
秋
の
決
断
・

割
り
切
り
を
促
す
こ
と
な
し
に
出
版
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
千
秋
の

病
状
が
問
題
で
あ
る
。

　

千
秋
の
病
気
は
、
次
第
に
快
復
し
つ
つ
あ
っ
た
よ
う
で
、
こ
の
年
八
月
十
九

日
付
の
春
庭
に
宛
て
た
書
状
で
宣
長
は
、「
名
古
屋
横
井
千
秋
も
追
々
順
快
之

由
」
と
記
し
て
い
る
。
九
月
十
八
日
付
の
植
松
有
信
宛
の
書
状
で
は
「
千
秋
主

事
、
追
々
快
気
ニ
而
、
大
方
全
快
之
様
子
、
最
早
薬
も
休
被
申
候
而
も
宜
候
由
、

此
間
代
参
便
り
自
筆
之
書
状
参
り
、
委
細
之
様
子
承
、
安
心
い
た
し
候
」
と
記

し
て
い
る
。
こ
の
書
状
に
よ
れ
ば
、
有
信
も
こ
の
時
期
、
病
気
だ
っ
た
よ
う
で

「
貴
君
御
事
、
盆
後
御
手
足
は
れ
申
候
間
、
胸
ふ
さ
か
り
候
由
、
い
か
さ
ま
右

体
之
症
ハ
大
事
ニ
御
座
候
間
、
随
分
御
養
生
可
被
成
候
、
乍
去
追
々
御
順
快
之

由
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
少
し
前
の
八
月
二
十
九
日
付
の
有
信
に
宛
て
た
書

状
で
は
、宣
長
は
『
出
雲
神
賀
詞
後
釈
』
に
つ
い
て
「
神
賀
詞
板
下
ハ
、い
か
ゞ

御
座
候
哉
、
扨
々
け
し
か
ら
ざ
る
延
引
、
御
如
在
ハ
御
座
有
間
敷
候
へ
共
、
随
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分
せ
り
立
、
急
ニ
出
来
候
様
被
成
可
被
下
候
」
と
、
版
木
師
で
あ
る
有
信
に
は

厳
し
い
口
調
で
急
き
立
て
て
い
た
。
有
信
の
病
気
を
記
し
た
九
月
十
八
日
付
の

書
状
で
も
『
出
雲
国
造
神
壽
後
釈
』
に
つ
い
て
「
神
壽
後
釈
板
下
（
略
）
呉
々

御
せ
つ
き
可
被
成
候
」
と
板
下
を
急
き
立
て
て
い
る
。

『
古
今
集
遠
鏡
』
に
つ
い
て
は
、千
秋
の
病
状
に
ま
か
せ
て
、催
促
は
し
な
か
っ

た
よ
う
で
、
残
さ
れ
た
書
状
に
は
こ
の
件
の
記
載
は
な
い
。
半
年
程
後
の
寛
政

八
年
二
月
十
二
日
付
の
鈴
木
真
実
宛
の
書
状
で
宣
長
は
、「
千
秋
主
ニ
も
愈
全

快
之
様
子
追
々
承
り
、
御
同
前
致
大
慶
候
」
と
記
し
て
千
秋
の
病
気
全
快
を
喜

ん
で
い
る
。

②
『
古
今
集
遠
鏡
』
板
下
彫
刻
の
進
行
と
千
秋
妻
の
死

　

千
秋
の
病
気
全
快
の
後
、
千
秋
の
最
終
稿
が
順
次
整
い
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
板
下
が
進
行
し
始
め
る
。
刊
行
の
流
れ
と
し
て
は
、
千
秋
の
最
終
稿

が
宣
長
に
送
ら
れ
、
宣
長
周
辺
で
板
下
が
作
成
さ
れ
、
そ
れ
を
千
秋
に
送
付
し
、

千
秋
の
確
認
の
後
に
有
信
が
板
木
彫
刻
に
掛
か
る
と
い
う
手
順
で
あ
る
。
寛
政

八
年
六
月
五
日
付
の
植
松
有
信
に
宛
て
た
書
状
で
、
宣
長
は
「
遠
鏡
之
儀
、
先

書
ニ
申
進
候
通
、
二
ノ
巻
板
下
出
来
、
早
速
千
秋
主
へ
遣
し
申
候
、
定
而
御
落

手
被
下
候
半
と
奉
存
候
、
其
後
次
ノ
巻
い
ま
た
参
り
不
被
申
、
相
待
申
候
、
と

か
く
ら
ち
明
キ
不
申
候
事
ニ
御
座
候
」
と
記
し
、
二
ノ
巻
の
板
下
を
千
秋
に
送

付
し
た
こ
と
、
ま
た
、
次
の
巻
の
原
稿
が
来
て
い
な
い
と
告
る
。
そ
の
後
、
原

稿
が
届
き
宣
長
は
、
七
月
二
日
付
の
有
信
宛
で
「
遠
鏡
御
取
掛
り
被
成
候
由
、

三
ノ
巻
板
下
も
出
来
申
候
、
近
日
千
秋
主
へ
遣
し
可
申
候
」
と
三
ノ
巻
板
下
が

出
来
、
千
秋
へ
送
付
予
定
と
告
げ
る
。
七
月
十
六
日
の
千
秋
宛
で
は
「
遠
鏡

四
五
ノ
巻
被
遣
、
落
手
仕
候
、
追
々
板
下
相
認
上
ヶ
可
申
候
、
二
ノ
巻
之
内
試

摺
弐
枚
御
見
せ
被
下
、
致
一
見
申
候
、
殊
外
宜
出
来
申
候
而
、
大
悦
仕
候
」
と
、

千
秋
か
ら
『
古
今
集
遠
鏡
』
四
・
五
ノ
巻
の
原
稿
が
届
き
、
板
下
を
作
成
し
進

上
す
る
と
記
し
て
い
る
。
六
月
五
日
付
で
二
ノ
巻
の
板
下
を
千
秋
に
送
付
し
た

と
宣
長
は
記
し
て
い
た
が
、
こ
の
書
状
で
は
有
信
の
所
で
彫
刻
さ
れ
た
試
摺
が

届
き
、
そ
の
出
来
に
宣
長
は
満
足
し
て
い
る
様
子
で
あ
る
。

　

こ
の
七
月
十
六
日
の
書
状
は
、
病
後
の
千
秋
の
件
の
外
に
千
秋
の
妻
の
病
気

の
記
載
が
あ
る
。

「
尚
々
、
御
病
人
様
御
様
体
御
快
方
ニ
御
座
被
為
在
候
哉
、
承
度
奉
存
候
、
未

残
暑
強
御
座
候
、
随
分
御
養
生
専
一
奉
存
候
、
貴
公
様
ニ
も
御
病
後
と
申
、
殊

ニ
酷
暑
之
節
御
心
労
被
成
候
条
、
随
分

く
御
あ
し
ら
ひ
御
保
養
可
被
成
候
」

　

自
身
の
病
後
の
上
に
妻
の
病
気
が
重
な
り
、
宣
長
は
千
秋
の
「
心
労
」
を
気

遣
っ
て
い
る
。
宣
長
は
、
千
秋
を
気
遣
い
つ
つ
、『
古
今
集
遠
鏡
』
刊
行
の
推

進
が
関
心
事
で
あ
っ
た
。
半
月
後
の
八
月
朔
日
付
の
小
西
春
村
宛
書
状
で
は

「
古
今
集
遠
鏡
、
板
下
半
分
程
出
来
申
候
、
是
も
ど
ふ
そ
年
内
ニ
不
残
彫
申
度
由
、

植
松
申
候
」
と
記
し
て
い
る
。
板
下
半
分
と
は
三
ノ
巻
迄
出
来
、
四
・
五
・
六
が

出
来
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
四
・
五
は
千
秋
原
稿
が
宣
長
に
渡
っ
て

い
る
の
で
、
板
木
師
植
松
有
信
か
ら
宣
長
に
対
す
る
催
促
で
あ
る
。
六
は
千
秋

原
稿
が
成
立
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
途
中
だ
と
す
る
と
、
千

秋
の
家
庭
内
事
情
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
一
ヶ
月
半
程
後
の
春
庭
に
宛
て
た
宣

長
書
状
は
、
津
の
柴
田
常
昭
や
美
濃
大
垣
の
大
矢
重
門
の
死
去
の
情
報
と
と
も

に
、「
名
古
屋
横
井
千
秋
の
内
方
も
死
去
ニ
而
御
座
候
」
と
千
秋
妻
の
死
去
を

知
ら
せ
て
い
る
。

　

こ
の
書
状
は
、
宣
長
に
『
古
今
集
遠
鏡
』
の
刊
行
を
急
が
せ
る
重
要
な
情
報

が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
植
松
忠
兵
衛
先
達
上
京
（
略
）
古
今
集
ひ
な
詞
板
行
出
来
候
よ
し
、
植
松
、

す
り
候
を
一
枚
持
帰
候
由
ニ
而
見
せ
ニ
お
こ
し
、
見
申
候
所
、
い
よ

く
遠
鏡

を
ぬ
す
み
候
様
子
ニ
見
え
申
候
、
遠
鏡
も
板
下
四
冊
半
程
出
来
、
追
々
遣
申
候
、
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彫
刻
も
段
々
出
来
候
由
申
越
候
」

　

上
京
中
の
植
松
有
信
か
ら
、
尾
崎
雅
嘉
著
の
『
古
今
集
ひ
な
詞
』
の
刊
行
を

知
ら
さ
れ
た
宣
長
は
、「
遠
鏡
を
ぬ
す
み
候
様
子
」
と
記
し
て
い
る
。
同
種
の

書
物
の
刊
行
に
先
を
越
さ
れ
、
宣
長
は
刊
行
を
急
ぐ
必
要
が
あ
っ
た
。「
板
下

四
冊
半
程
出
来
」
と
記
し
て
い
る
の
で
、
五
ノ
巻
の
途
中
迄
作
業
が
進
ん
で
い

た
こ
と
に
な
る
。

　

六
ノ
巻
に
つ
い
は
、
千
秋
は
妻
の
死
の
傷
心
の
中
で
も
、
最
終
稿
を
成
し
遂

げ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

十
月
十
六
日
付
千
秋
宛
の
書
状
で
宣
長
は
、「
遠
鏡
五
ノ
巻
板
下
出
来
仕
候
、

原
本
相
添
さ
し
上
申
候
、
追
々
彫
刻
も
出
来
候
は
ん
と
遠
察
仕
候
、
六
ノ
巻
板

下
も
、
当
月
中
ニ
ハ
出
来
仕
候
つ
も
り
ニ
御
座
候
、
御
序
文
之
義
も
相
考
、
可

然
様
ニ
可
仕
候
」
と
記
し
、
五
ノ
巻
の
板
下
が
完
了
し
原
本
と
共
に
千
秋
に

送
付
す
る
こ
と
、
ま
た
六
ノ
巻
の
板
下
の
作
業
に
入
っ
て
い
る
と
告
げ
て
い

る
。
千
秋
か
ら
六
ノ
巻
の
最
終
稿
が
届
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
最
後
に

必
要
な
『
古
今
集
遠
鏡
』
の
千
秋
序
文
に
つ
い
て
、
宣
長
は
千
秋
の
状
況
を
見

て
、
こ
の
段
階
で
は
代
筆
す
る
つ
も
り
と
、
千
秋
に
告
げ
て
い
る
。
ま
た
千
秋

に
は
「
い
か
程
か
な
し
き
中
と
て
も
、
別
る
ゝ
事
、
昔
も
今
も
高
キ
も
賤
き
も
、

世
間
ニ
常
多
き
事
ニ
而
、
世
中
之
な
ら
ひ
ニ
御
座
候
へ
ハ
、
今
ハ
随
分
御
心
を

取
直
さ
れ
、
思
召
明
ら
め
候
様
之
御
心
持
専
一
ニ
奉
存
候
」
と
励
ま
し
て
い
る
。

　

十
日
後
の
十
月
二
十
六
日
付
春
庭
宛
の
書
状
で
宣
長
は
「
遠
鏡
板
下
不
残
出

来
申
候
、
彫
刻
も
追
々
出
来
候
由
ハ
申
参
候
へ
共
、
い
ま
た
校
合
ず
り
ハ
越
し

不
申
候
」
と
、『
古
今
集
遠
鏡
』
六
ノ
巻
の
板
下
も
完
了
し
た
と
告
げ
て
い
る
。

後
は
序
文
を
除
け
ば
、
彫
刻
と
校
正
摺
を
待
つ
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
千
秋
の
状

況
に
つ
い
て
は
「
千
秋
も
、
内
室
不
幸
之
事
、
殊
之
外
力
落
し
の
様
子
ニ
相
聞

申
候
、
誠
ニ
当
時
ハ
ま
れ
な
る
真
心
ノ
人
ニ
候
へ
ハ
、
哀
傷
も
格
別
ト
被
存
候
」

と
、
そ
の
傷
心
の
様
子
を
春
庭
に
書
き
送
っ
て
い
る
。

三
、『
古
今
集
遠
鏡
』
出
版
と
新
発
見
書
状

１
、『
古
今
集
遠
鏡
』
板
木
彫
刻
の
最
終
段
階

『
古
今
集
遠
鏡
』
の
板
下
が
完
了
し
、
植
松
有
信
が
彫
刻
を
す
れ
ば
校
正
摺
が

で
き
る
。
こ
の
段
階
を
示
す
の
が
十
一
月
十
一
日
付
の
春
庭
宛
の
書
状
で
あ

る
。
宣
長
は
「
遠
鏡
も
冬
中
ニ
ハ
板
行
出
来
致
シ
、
来
春
ハ
早
々
板
本
出
し
可

申
候
、
校
合
ず
り
差
越
申
候
処
、
板
も
甚
宜
御
座
候
」
と
、
彫
刻
も
進
み
校
合

摺
も
順
次
送
ら
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
。
植
松
有
信
は
、
こ
の
作
業
を
急
ぐ
た

め
「
細
工
人
三
十
六
人
か
け
申
候
而
彫
申
候
」
と
宣
長
に
伝
え
て
き
て
い
る
と

い
う
。
名
古
屋
の
植
松
有
信
は
、
板
木
師
と
し
て
宣
長
の
書
物
を
は
じ
め
多
く

の
板
木
彫
刻
を
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
実
態
か
よ
く
解
ら
な
か
っ
た
。
こ

の
記
載
を
見
る
と
、
植
松
工
房
は
、
多
く
の
職
人
を
抱
え
て
作
業
を
し
て
い
た

こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　

同
じ
書
状
で
宣
長
は
、京
都
逗
留
中
の
春
庭
に
、植
松
有
信
か
ら
聞
い
た
『
古

今
集
ひ
な
詞
』
に
つ
い
て
評
判
を
尋
ね
て
い
る
。「
古
今
集
ひ
な
詞
と
申
物
六

冊
板
本
出
申
候
、
古
今
ノ
歌
を
俗
語
ニ
直
し
候
物
ニ
而
、
此
間
一
見
い
た
し
候

へ
ハ
、
手
前
之
遠
鏡
を
其
ま
ゝ
丸
盗
ミ
ニ
ぬ
す
み
候
物
ニ
而
、
京
地
ニ
而
評
判

ハ
い
か
ゞ
御
座
候
哉
、
承
度
存
候
」。
尾
崎
雅
嘉
が
『
古
今
集
』
の
現
代
口
語

訳
を
刊
行
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
宣
長
の
ま
だ
公
刊
し
て
い
な
い
『
古
今
集
遠

鏡
』
を
「
其
ま
ゝ
丸
盗
ミ
ニ
ぬ
す
み
候
物
」
と
の
評
価
は
、
宣
長
の
焦
り
を
示

し
て
い
る
。『
古
今
集
』所
収
の
和
歌
の
解
釈
や
現
代
語
訳
は
多
様
に
あ
り
う
る
。

宣
長
と
し
て
は
、
年
内
に
彫
刻
・
校
正
を
終
え
て
来
春
刊
行
へ
と
、
心
は
は
や
っ

て
い
た
。

　

十
二
月
十
八
日
付
の
千
秋
宛
の
書
状
で
、
宣
長
は
「
遠
鏡
も
追
々
彫
刻
出
来
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仕
、
扨
々
大
慶
奉
存
候
、
御
序
文
御
認
被
遣
被
下
候
由
、
追
付
彫
刻
仕
、
拝
見

可
仕
と
奉
存
候
」
と
、
各
巻
の
板
木
彫
刻
も
進
み
、
千
秋
の
序
文
も
出
来
て
、

彫
刻
に
廻
っ
た
様
子
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
翌
日
十
九
日
付
の
植
松
有
信
宛
の

書
状
で
も
「
遠
鏡
校
合
す
り
被
遣
、
三
四
六
ト
相
揃
候
ゆ
ゑ
、
即
致
校
合
返
進

申
候
（
略
）
此
書
別
而
御
出
精
被
下
候
故
、
甚
す
み
や
か
に
致
出
来
、
い
か
ば

か
り
か
致
大
悦
候
」
と
、
校
合
摺
が
次
々
と
届
き
、
宣
長
も
急
い
で
校
正
を
し

て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
頃
に
は
千
秋
の
病
気
が
再
発
し
て
い
た
。
妻
の
死
去
に
よ
る

落
胆
傷
心
が
応
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
記
千
秋
宛
で
「
貴
公
様
御
病
気
之
御

儀
、
先
達
十
郎
左
衛
門
様
（
注
、
養
子
千
足
）
迄
御
様
体
御
尋
申
上
候
処
（
略
）

来
春
に
も
至
り
申
候
は
ば
次
第
に
御
快
復
可
被
成
候
間
、
寒
中
随
分
御
保
護
肝

要
奉
存
候
」
と
、
記
し
て
い
る
。
宣
長
は
病
状
を
養
子
横
井
千
足
に
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
千
秋
の
自
筆
返
信
が
あ
り
「
安
心
」
し
た
よ
う
で
あ
る
。
翌
日
付
の
有

信
宛
の
書
状
で
も
「
横
井
病
気
ノ
義
（
略
）
書
状
書
キ
ぶ
り
も
、
先
達
と
ハ
少

し
直
り
、
何
と
や
ら
ん
少
し
ハ
宜
キ
方
ニ
も
候
様
ニ
相
聞
え
申
候
」
と
記
し
て

い
る
。
妻
の
死
去
に
よ
る
、
強
い
鬱
傾
向
が
千
秋
を
襲
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

明
け
て
寛
政
九
年
正
月
四
日
付
の
植
松
有
信
宛
の
書
状
で
、
宣
長
は
『
古
今

集
遠
鏡
』
の
刊
行
が
最
終
に
近
づ
い
た
段
階
で
の
、
細
か
な
調
整
を
行
っ
て
い

る
。

「
遠
鏡
一
ノ
巻
校
合
摺
被
遣
、
即
致
校
合
此
度
遣
し
申
候
、
御
申
越
被
下
候
不

足
八
丁
ノ
外
、
廿
一
丁
メ
も
不
足
い
た
し
有
之
候
、
右
不
足
之
義
ニ
付
、
被
仰

聞
候
御
紙
面
之
趣
、
委
細
致
承
知
候
」
と
、
校
正
段
階
で
の
不
足
分
に
つ
い
て

の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
最
後
の
調
整
段
階
で
、
宣
長
の
和
歌
山
行

き
の
予
定
が
入
る
。

「
拙
者
儀
も
、
来
ル
二
月
上
旬
、
又
々
若
山
へ
罷
越
可
申
候
、
此
度
ハ
長
逗
留

ニ
ハ
成
間
敷
、
大
方
三
月
ニ
は
罷
帰
可
申
と
ハ
存
候
へ
共
、
其
程
は
相
知
不
申

候
、
右
ニ
付
遠
鏡
二
番
校
合
之
義
、
大
ニ
延
引
ニ
相
成
可
申
候
、
若
山
へ
被
遣

候
而
も
、
逗
留
之
程
知
レ
不
申
候
ヘ
ハ
、
返
而
延
引
ニ
も
相
成
可
申
、
且
又
帰

国
後
と
申
而
ハ
、
大
ニ
延
引
致
候
事
ニ
御
座
候
、
依
之
存
候
ハ
、
惣
体
遠
鏡
彫

刻
宜
出
来
候
而
、
あ
ま
り
直
し
候
処
も
多
く
ハ
見
え
不
申
候
へ
ハ
、
弐
番
校
合

ハ
、
其
御
許
ニ
而
御
改
メ
之
上
御
直
さ
せ
被
下
、
其
外
さ
ら
へ
等
、
何
分
宜
様

ニ
其
御
許
ニ
而
校
合
被
下
、
宜
様
ニ
御
直
し
可
被
下
候
、
其
外
横
井
序
文
并
外

題
袋
等
も
同
前
、
も
は
や
此
方
へ
御
見
せ
被
下
候
ニ
及
不
申
、
其
御
許
ニ
而
御

見
計
ひ
、
直
し
出
来
候
ハ
ハ
、
早
々
出
板
被
成
可
被
下
候
、
其
上
あ
し
き
所
御

座
候
ハ
ハ
、
出
板
之
上
又
々
い
か
や
う
共
直
し
可
申
候
間
、
先
ッ
早
々
出
板
被

成
被
下
候
様
ニ
と
奉
存
候
（
略
）
拙
者
帰
国
を
御
待
不
被
下
、
一
日
も
早
く
板

本
出
来
次
第
、
本
御
出
し
可
被
下
候
」

　

宣
長
は
、
と
に
か
く
出
版
を
急
い
で
い
た
。
こ
の
た
め
、
紀
州
行
に
よ
っ
て

延
引
す
る
こ
と
を
恐
れ
、
二
番
校
合
や
、
横
井
の
序
文
等
も
す
べ
て
植
松
に
ま

か
せ「
一
日
も
早
く
」出
版
を
望
ん
だ
。
も
は
や
出
版
は
目
前
の
は
ず
で
あ
っ
た
。

2
、
新
発
見
の
寛
政
九
年
二
月
十
二
日
付
、
横
井
千
秋
宛
宣
長
書
状

　

前
記
寛
政
九
年
正
月
四
日
付
の
植
松
有
信
宛
の
書
状
が
、『
古
今
集
遠
鏡
』

出
版
前
の
従
来
知
ら
れ
て
い
る
最
後
の
宣
長
書
状
で
あ
っ
た
。
正
月
四
日
付
で

出
版
は
目
前
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
前
年
十
二
月
十
八
日
付
の
千
秋
宛
宣
長

書
状
で
は
出
来
上
が
り
彫
刻
に
廻
っ
た
は
ず
の
千
秋
序
文
に
関
し
て
問
題
が
起

き
、
出
版
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
の
連
絡
が
有
信
か
ら
宣
長
に
さ
れ
た
。

　

新
発
見
の
寛
政
九
年
二
月
十
二
日
付
の
千
秋
宛
の
宣
長
書
状
の
要
点
は
す
で

に
述
べ
た
が
、
こ
こ
で
は
『
遠
鏡
』
序
文
の
件
に
つ
い
て
原
文
を
紹
介
し
た
い
。

「
遠
鏡
不
残
出
来
仕
り
大
悦
仕
候
、
然
ル
処
、
此
節
御
序
文
之
儀
ニ
付
見
合
罷
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在
、
出
板
も
得
不
仕
候
由
植
松
よ
り
申
越
候
、
是
ハ
毎
度
申
上
候
通
、
惣
体
十

分
心
ニ
叶
候
様
ニ
ハ
迚
も
出
来
不
申
候
物
ニ
御
座
候
へ
ハ
、
何
事
も
大
概
ニ
致

し
定
メ
申
候
が
宜
御
座
候
、
少
々
心
ニ
叶
不
申
候
を
改
メ
申
候
而
ハ
、
い
つ
迄

も
限
り
な
き
物
ニ
御
座
候
間
、
早
々
御
定
メ
被
成
候
様
ニ
仕
度
奉
存
候
、
兼
々

申
上
候
通
、
此
書
ハ
殊
ニ
一
日
も
早
く
開
板
仕
度
、
殊
外
待
兼
申
候
義
ニ
御
座

候
へ
ハ
、
植
松
へ
も
其
段
申
遣
候
義
ニ
御
座
候
、
御
序
文
板
下
彫
刻
共
御
気
ニ

入
不
申
候
ハ
ヽ
、
追
而
御
改
被
成
候
共
、
先
此
度
ハ
出
来
候
処
ノ
マ
ヽ
ニ
テ
、

一
日
も
早
く
御
出
し
被
下
候
様
ニ
仕
度
奉
存
候
、
最
早
此
節
ハ
と
く
ニ
出
板
い

た
し
可
申
候
処
、
大
ニ
延
引
ニ
相
成
申
候
、
返
々
一
日
も
早
ク
出
候
様
奉
希
候
」

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
千
秋
は
「
遠
鏡
」
の
序
文
か
序
文
の
板
下
・
彫
刻
が
納
得

い
か
な
か
っ
た
の
か
、
出
版
不
能
と
な
っ
た
。
有
信
か
ら
知
ら
せ
を
受
け
た
宣

長
は
、
千
秋
を
説
得
す
る
。「
少
々
心
ニ
叶
不
申
候
を
改
メ
申
候
而
ハ
、
い
つ

迄
も
限
り
な
き
物
」
な
の
で
、
決
断
が
必
要
。
納
得
が
い
か
な
け
れ
ば
、
追
っ

て
改
め
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
は
、
こ
の
ま
ま
で
「
一
日
も
早
く
」
出
版
し
て

く
だ
さ
る
よ
う
御
願
い
し
た
い
。
本
来
既
に
出
版
で
き
て
い
る
は
ず
の
書
が
、

大
い
に
延
引
し
て
い
る
の
で
、
是
非
「
一
日
も
早
く
」
御
願
い
し
た
い
。

　

宣
長
の
心
の
中
で
は
、「
遠
鏡
」
出
版
は
す
べ
て
植
松
有
信
に
ま
か
せ
て
終

了
し
た
は
ず
の
も
の
で
あ
っ
た
。
実
際
に
刊
行
後
の
刊
記
は
「
寛
政
九
年
正
月

　

宇
恵
松
蔵
板　

書
林　

尾
張
名
古
屋
玉
屋
町　

永
楽
屋
東
四
郎
」
と
な
っ
て

い
る
。
刊
記
が
正
月
な
の
に
、
す
で
に
二
月
で
あ
る
。
宣
長
と
し
て
は
、
刊
記

上
の
「
宇
恵
松
（
植
松
）
蔵
板
」
で
は
な
く
、
実
際
の
金
主
・
蔵
版
主
で
あ
る

横
井
千
秋
を
説
得
し
、
早
期
出
版
を
願
う
し
か
な
か
っ
た
。
千
秋
の
側
か
ら
す

れ
ば
、
妻
の
死
去
後
、
傷
心
で
重
い
鬱
傾
向
と
思
わ
れ
る
病
気
を
再
発
し
な
が

ら
、
心
の
思
い
を
序
文
に
誌
し
た
も
の
の
、
千
秋
の
名
前
で
書
く
以
上
、
本
人

と
し
て
は
宣
長
の
割
り
切
り
要
求
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
内
容
・
文
体
等
の
書
き

直
し
も
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
刊
行
さ
れ
た
千
秋
の
序
文
は
次
の
も

の
で
、
か
つ
て
横
井
也
有
や
暁
台
の
も
と
で
俳
諧
・
俳
文
を
嗜
ん
だ
人
ら
し
い
、

こ
だ
わ
り
の
美
文
で
あ
る
。

「
こ
の
遠
鏡
は
、
お
の
れ
は
や
く
よ
り
こ
ひ
聞
え
し
ま
ゝ
に
、
師
の
も
の
し
て

あ
た
へ
た
ま
へ
る
な
り
、
こ
の
集
は
し
も
、
よ
ゝ
の
注
釈
あ
ま
た
あ
れ
ど
も
、

ち
う
さ
く
は
か
ぎ
り
あ
り
て
、
い
か
に
く
は
し
く
と
き
さ
と
し
た
る
も
、
な
ほ

物
へ
だ
て
た
る
こ
ゝ
ち
の
す
る
を
、
ま
こ
と
に
書
の
名
の
た
と
ひ
の
ご
と
く
、

ち
と
せ
を
へ
だ
て
て
遠
き
あ
な
た
の
世
の
こ
ゝ
ろ
ふ
か
き
言
の
葉
を
、
い
ま
の

世
の
う
つ
ゝ
の
人
の
か
た
る
を
む
か
ひ
て
聞
た
ら
む
や
う
に
、
こ
ゝ
ろ
の
く
ま

も
あ
ら
は
に
、
は
た
ら
く
詞
の
い
き
ほ
ひ
を
さ
へ
近
く
う
つ
し
て
、
ち
か
く
た

し
か
に
聞
と
ら
る
ゝ
、
こ
の
鏡
の
う
つ
し
詞
は
、
お
ぼ
ろ
け
の
人
の
な
し
う
べ

き
わ
ざ
に
は
あ
ら
ず
、
そ
の
か
み
の
世
の
こ
ゝ
ろ
こ
と
ば
を
、
お
の
が
も
の
と

手
の
う
ち
に
に
ぎ
り
え
た
る
わ
が
師
の
し
わ
ざ
な
ら
で
は
と
、
い
と
も

く
た

ふ
と
く
め
で
た
く
お
も
ひ
あ
ふ
が
る
ゝ
に
つ
き
て
は
、
か
ゝ
る
い
み
し
き
よ
の

た
か
ら
を
し
も
、
お
の
れ
ひ
と
り
こ
ゝ
ろ
せ
ば
く
わ
た
く
し
も
の
に
ひ
め
お
き

て
や
み
な
む
こ
と
の
ね
じ
け
が
ま
し
く
、
あ
た
ら
し
く
お
ぼ
ゆ
る
ま
ゝ
に
、
さ

く
ら
花
の
え
な
ら
ぬ
色
を
、
ひ
ろ
く
人
に
も
見
せ
ま
ほ
し
く
、
松
が
え
の
千
代

と
ほ
く
、
世
に
も
つ
た
へ
ま
ほ
し
く
て
、
こ
た
み
名
に
お
そ
ふ
植
松
の
有
信
に

あ
つ
ら
へ
つ
け
て
、
桜
の
板
に
ゑ
ら
し
む
る
に
な
む
、
か
く
い
ふ
は
木
綿
苑
の

千
秋
」

　

古
語
の
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
宣
長
な
ら
で
は
の
『
古
今
集
』
の
現
代
語

訳
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
千
秋
は
宣
長
に
依
頼
し
た
。
尾
崎
雅
嘉
の
『
古
今

集
ひ
な
詞
』
を
、
し
き
り
に
気
に
し
て
出
版
を
焦
る
宣
長
の
姿
は
、
千
秋
に
は

理
解
し
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
宣
長
が
い
う
よ
う
な
、
一
度
出
版

し
た
後
の
改
正
な
ど
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
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よ
、
宣
長
の
説
得
の
も
と
で
千
秋
は
出
版
を
決
断
し
た
。

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
出
版
さ
れ
た
『
古
今
集
遠
鏡
』
の
刊
記
は
「
寛
政
九

年
正
月
」
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
実
際
の
出
版
は
、
二
月
十
二
日
付
の
宣
長

の
説
得
の
三
ヶ
月
程
後
の
五
月
の
こ
と
で
あ
る
。
五
月
九
日
付
の
春
庭
に
宛
て

た
書
状
で
宣
長
は
「
古
今
集
遠
鏡
、
や
う
や
く
此
間
板
本
出
来
参
申
候
、
殊
外

宜
ク
出
来
申
候
、
売
本
ハ
い
ま
た
不
参
候
、
定
而
近
々
ニ
京
大
坂
な
と
へ
も
本

出
し
可
申
候
」
と
、『
古
今
集
遠
鏡
』
の
板
本
が
届
い
た
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
る
。

五
月
二
十
八
日
に
は
遠
州
の
栗
田
土
麿
に
「
古
今
集
遠
鏡
、
漸
此
間
板
本
出
し

申
候
、
定
而
御
地
へ
も
名
古
屋
よ
り
廻
り
候
半
と
奉
存
候
」
と
遠
州
に
も
『
古

今
集
遠
鏡
』
が
届
い
た
の
で
は
な
い
か
と
記
し
て
い
る
。
七
月
二
日
に
は
、
肥

後
熊
本
の
長
瀬
真
幸
に
「
古
今
遠
鏡
ハ
板
本
出
来
、
所
々
へ
も
出
し
申
候
様
子

ニ
御
座
候
」
と
、
五
月
刊
行
後
『
古
今
集
遠
鏡
』
が
次
第
に
各
地
に
広
が
り
つ

つ
あ
る
様
子
を
書
き
送
っ
て
い
る
。
七
月
八
日
に
は
有
信
に
「
遠
鏡
之
儀
、
定

而
最
早
京
大
坂
な
と
へ
も
廻
り
候
半
と
奉
存
候
、
評
判
い
か
ゝ
御
座
候
哉
、
承

度
奉
存
候
、
い
ま
だ
京
・
大
坂
の
評
説
一
向
承
不
申
候
」
と
、
京
都
・
大
坂
で

の
『
古
今
集
遠
鏡
』
の
評
判
を
尋
ね
て
い
る
。
宣
長
に
と
っ
て
は
、『
古
今
集

ひ
な
詞
』
が
先
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
中
で
、
評
判
が
気
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。

四
、
千
秋
草
稿
『
玉
矛
百
首
解
』
と
「
日
本
書
紀
改
訓
」
の
経
緯
と
結
果

　

宣
長
が
妻
の
死
後
病
気
を
再
発
し
た
横
井
千
秋
を
説
得
し
、『
古
今
集
遠
鏡
』

を
刊
行
し
、
各
地
の
評
判
を
気
に
か
け
て
い
た
寛
政
九
年
七
月
、
千
秋
の
病
状

や
精
神
状
態
は
よ
く
な
か
っ
た
。

　

七
月
二
十
七
日
付
の
鈴
木
真
実
に
宛
て
た
書
状
で
宣
長
は
「
千
秋
主
折
々
用

事
之
節
ハ
自
筆
書
状
被
差
越
候
へ
共
、
返
事
ハ
堅
ク
断
ニ
而
、
何
事
も
返
事
い

た
し
呉
不
申
様
ニ
毎
度
申
参
候
故
、
さ
し
扣
、
此
方
よ
り
ハ
返
事
致
不
申
候
へ

共
、
用
事
申
越
進
候
事
故
、
返
事
不
致
候
而
ハ
不
叶
候
故
、
不
得
止
事
貴
君

へ
御
頼
申
上
」
と
記
し
て
い
る
。
千
秋
か
ら
用
事
の
際
は
、
自
筆
書
状
が
来
る

が
返
事
を
断
る
の
で
、
返
事
を
控
え
て
い
る
。
用
事
を
進
め
る
た
め
に
は
返
事

が
必
要
な
の
で
、
取
り
計
ら
い
を
鈴
木
真
実
に
頼
み
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

千
秋
の
病
状
の
問
題
も
あ
る
が
、
こ
の
段
階
で
の
千
秋
は
宣
長
を
疎
ん
じ
て
い

る
よ
う
に
み
え
る
。
こ
れ
は
何
が
理
由
で
あ
ろ
う
か
。

　

鈴
木
真
実
宛
て
の
書
状
で
宣
長
は
「
尚
々
、
此
文
箱
弐
つ
共
横
井
氏
之
ニ
而

御
座
候
間
、
乍
慮
外
御
序
ニ
右
之
方
へ
御
戻
し
可
被
下
奉
頼
候
」
と
、
千
秋
の

文
箱
二
つ
を
返
却
す
る
よ
う
、
取
り
計
ら
い
を
依
頼
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
宣

長
が
千
秋
へ
直
接
返
却
す
れ
ば
よ
い
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
文
箱
二
箱
の
中
に
は
、
千
秋
の
草
稿
が
入
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
草
稿
の
内
容
は
、
や
は
り
す
で
に
要
点
を
述
べ
た
新
発
見
の
二
月
十
二
日
付

の
書
状
に
記
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

宣
長
は
千
秋
に
「
御
述
作
之
御
書
物
共
被
遣
落
手
仕
御
預
り
申
候
、
委
細
御

内
々
被
仰
聞
候
御
紙
上
之
報
、
逐
一
承
知
仕
候
、
乍
去
愚
老
儀
も
兼
々
御
存
知

之
通
、
殊
外
事
多
く
色
々
之
事
さ
し
つ
と
ひ
候
上
、
源
氏
物
語
玉
の
を
く
し
周

防
守
殿
よ
り
彫
刻
被
致
度
由
望
ニ
而
、
何
と
そ
急
ニ
書
立
候
様
ニ
度
々
催
促
有

之
、
此
節
右
之
書
を
相
認
か
ゝ
り
申
候
、
其
外
色
々
之
事
共
さ
し
つ
と
ひ
無
暇

候
ニ
付
、何
事
も
急
ニ
ハ
出
来
不
申
候
、殊
更
玉
矛
百
首
御
解
も
御
草
稿
之
ま
ゝ

被
遣
、
殊
外
御
張
紙
多
有
之
入
組
候
事
故
、
中
々
見
分
ヶ
申
候
事
早
速
ニ
ハ
出

来
か
た
く
、
迚
も
此
方
ニ
而
一
遍
全
部
認
直
し
申
さ
ね
ハ
成
不
申
、
夫
故
い
よ

く
急
ニ
ハ
出
来
不
申
候
、
且
又
神
代
巻
改
訓
之
儀
、
是
も
兼
々
申
上
候
通
ニ

御
座
候
、
且
又
新
古
今
ノ
遠
鏡
ノ
様
成
物
、
是
ハ
決
而
出
来
不
申
候
事
ニ
御
座

候
、
其
外
被
仰
聞
候
趣
逐
一
御
承
知
仕
候
」
と
記
し
て
い
る
。
千
秋
の
著
述
の
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書
物
（
草
稿
）
が
宣
長
の
許
に
送
付
さ
れ
落
手
し
た
と
い
う
。
千
秋
著
述
の
内

容
は「
玉
矛
百
首
解
」と「
神
代
巻
改
訓
」で
あ
る
。
ま
た
、千
秋
は
宣
長
に『
古

今
集
遠
鏡
』
の
よ
う
な
、
現
代
語
訳
を
『
新
古
今
集
』
で
も
執
筆
す
る
よ
う
に

依
頼
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
決
し
て
で
き
な
い
も
の
だ
と
宣
長
は
断
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
も
、
千
秋
の
注
釈
を
付
け
た
草
稿
が
送
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も

あ
る
。
千
秋
は
自
分
の
草
稿
を
宣
長
に
検
討
さ
せ
て
、
で
き
た
ら
千
秋
の
名
前

で
出
版
し
た
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。
宣
長
は
千
秋
に
『
古
今
集
遠
鏡
』
の
刊
行

を
急
ぐ
よ
う
懇
願
し
な
が
ら
、
同
じ
書
状
で
千
秋
の
著
述
は
、
浜
田
藩
主
松
平

康
定
の
依
頼
に
よ
る
『
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
』
の
著
述
等
で
、
忙
し
く
急
に
は

添
削
や
校
正
は
で
き
な
い
と
い
う
。

「
玉
矛
百
首
解
」
も
「
神
代
巻
改
訓
」
も
、
千
秋
は
宣
長
に
『
古
今
集
遠
鏡
』

の
著
述
を
依
頼
す
る
以
前
か
ら
草
稿
を
準
備
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
宣
長
が

千
秋
の
依
頼
で
『
古
今
集
遠
鏡
』
の
著
述
に
取
り
掛
か
っ
た
の
が
、
寛
政
四

（
一
七
九
二
）
年
十
月
頃
で
あ
る
。
千
秋
が
「
玉
矛
百
首
解
」
の
草
稿
の
件
を

宣
長
に
告
げ
た
の
は
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
で
あ
る
。
同
年
八
月
二
十
九
日

付
の
宣
長
に
宛
て
た
千
秋
の
書
状
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
玉
矛
百
首
解
ノ
事
御
尋
被
下
候
御
趣
承
知
仕
、
右
ハ
古
学
ノ
弘
マ
リ
候
ニ
手

近
く
テ
甚
宜
敷
物
に
奉
存
候
処
、
大
概
一
首
ご
と
に
、
追
々
ノ
御
著
述
物
ノ
中

ノ
御
言
ヲ
引
出
し
申
候
へ
ば
、
今
は
冊
数
五
六
巻
に
も
可
相
成
ほ
ど
に
い
た
り

申
候
、
夫
ゆ
ゑ
大
キ
に
延
引
に
相
成
申
候
、
こ
の
節
ハ
大
か
た
に
出
来
仕
候
へ

ば
、
幸
便
に
先
々
入
御
覧
可
申
と
奉
存
候
」

　

宣
長
著
『
玉
矛
百
首
』
の
注
解
で
あ
る
「
玉
矛
百
首
解
」
を
、
千
秋
は
宣
長

の
他
の
著
述
の
文
言
等
を
引
用
し
て
草
稿
を
著
述
し
た
。
冊
数
五
六
巻
分
に
な

る
が
「
大
か
た
に
出
来
」
た
の
で
宣
長
に
送
付
す
る
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
後
、

千
秋
は
「
玉
矛
百
首
解
」
の
末
尾
に
、
や
は
り
宣
長
著
述
の
『
本
末
歌
』
の
注

解
も
入
れ
よ
う
と
し
た
。
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
四
月
十
六
日
付
の
千
秋
に

宛
て
た
書
状
で
宣
長
は
、『
本
末
歌
注
解
』
を
植
松
有
信
が
自
分
の
蔵
板
に
し

た
い
と
言
っ
て
い
る
。
千
秋
の
了
解
が
あ
る
な
ら
、
そ
う
し
た
い
の
で
、
ま
ず

『
本
末
歌
』
の
注
解
を
仕
立
て
て
ほ
し
い
と
い
う
。

　

そ
の
後
、
千
秋
は
「
玉
矛
百
首
解
」
の
完
成
に
時
間
を
か
け
た
。
寛
政
三

年
六
月
二
十
日
付
の
千
秋
に
宛
て
た
宣
長
の
書
状
は
、「
玉
矛
百
首
御
解
之
儀
、

其
後
又
々
石
見
小
篠
方
よ
り
両
度
申
参
候
、（
略
）
右
之
外
ニ
も
相
尋
申
候
者

是
彼
御
座
候
」
と
、
石
見
浜
田
藩
士
の
小
篠
敏
（
道
沖
）
や
そ
の
他
か
ら
刊
行

の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
と
い
う
。
千
秋
は
こ
の
時
、「
玉
矛
百
首
解
」
と
は

別
に
「
天
地
真
中
之
考
」
を
著
述
し
宣
長
に
渡
し
て
い
た
。
宣
長
は
服
部
中
庸

が
「
天
地
ノ
考
（
三
大
考
）」
を
清
書
し
て
き
て
い
る
の
で
、
添
削
し
た
後
に

写
し
を
千
秋
に
送
付
す
る
と
い
い
、
千
秋
の
「
天
地
真
中
之
考
」
は
「
さ
ら
り

と
」
書
い
た
方
が
よ
い
と
助
言
し
て
い
る
。

　

千
秋
の
「
玉
矛
百
首
解
」
の
進
行
は
遅
々
と
し
て
い
た
。
寛
政
四
年
六
月

二
十
六
日
付
の
千
秋
宛
の
書
状
で
宣
長
は
「
玉
矛
百
首
御
注
御
下
書
ニ
御
掛
り

被
成
候
由
、
此
御
書
ハ
い
つ
れ
も
待
兼
罷
在
候
義
ニ
御
座
候
へ
ハ
、
な
に
と
そ

早
く
御
清
書
奉
待
候
」
と
、
進
行
を
促
し
た
。

　

同
じ
書
状
に
よ
れ
ば
、
千
秋
は
他
方
で
「
日
本
書
紀
改
訓
」
の
著
述
を
も
始

め
て
い
た
。「
神
代
紀
両
巻
御
改
訓
御
卒
業
ニ
付
、
御
見
せ
被
下
、
大
慶
不
少

奉
存
候
（
略
）
御
改
訓
之
趣
熟
覧
仕
、
追
々
相
考
、
返
上
可
申
候
（
略
）
神
代

紀
御
改
訓
相
済
申
候
ニ
付
、
追
て
書
紀
全
部
改
訓
可
被
成
思
召
之
由
、
殊
更

珍
重
之
義
奉
存
候
」。
千
秋
は
「
神
代
紀
」
の
改
訓
を
終
え
、
宣
長
に
見
せ
添

削
や
意
見
も
求
め
て
い
る
。
ま
た
、「
神
代
紀
」
に
と
ど
ま
ら
ず
『
日
本
書
紀
』

全
部
の
改
訓
の
意
向
を
伝
え
意
見
を
求
め
て
い
る
。
宣
長
は
、
千
秋
の
著
述
の

添
削
を
承
知
す
る
が
、
同
時
に
「
全
体
書
紀
ハ
古
言
ニ
ハ
訓
ミ
か
た
き
書
故
、
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別
而
六
ヶ
敷
事
ニ
御
座
候
」
と
、
漢
文
潤
色
を
含
む
『
日
本
書
紀
』
の
文
章
に

訓
を
つ
け
る
こ
と
の
困
難
を
伝
え
て
い
る
。
千
秋
が
宣
長
に
『
古
今
集
』
の
現

代
語
訳
を
依
頼
す
る
の
は
、
こ
の
少
し
後
で
あ
る
。

　

翌
寛
政
五
年
正
月
十
四
日
付
の
千
秋
に
宛
て
た
宣
長
書
状
は
、
①
「
玉
矛
百

首
注
解
ハ
、
い
か
ゝ
御
座
候
哉
、
石
見
道
沖
方
よ
り
毎
度
懇
望
之
由
申
越
候
、

其
外
よ
り
も
度
々
尋
越
申
候
、
是
も
不
遠
御
成
業
奉
希
候
」
②
「
神
代
紀
御
改

訓
之
義
、
承
知
仕
候
」
と
、
千
秋
に
「
玉
矛
百
首
解
」
の
進
行
を
再
度
促
す
と

と
も
に
、
千
秋
著
述
の
「
神
代
紀
改
訓
」
の
添
削
を
改
め
て
承
知
し
て
い
る
。

「
玉
矛
百
首
解
」
は
、
こ
の
後
も
あ
ま
り
進
展
し
て
い
な
い
。
他
方
、
千
秋
は

宣
長
に
千
秋
著
述
の
「
神
代
紀
改
訓
」
の
添
削
を
促
す
と
共
に
、『
日
本
書
紀
』

全
体
の
改
訓
を
宣
長
に
作
業
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

　

寛
政
五
年
八
月
八
月
十
一
日
付
の
千
秋
宛
の
宣
長
書
状
は
「
日
本
紀
御
改
訓

之
義
、
御
本
被
遣
候
以
後
、
段
々
延
引
ニ
相
成
、
嘸
御
待
兼
可
被
成
と
、
常
々

心
頭
ニ
ハ
掛
り
有
之
候
へ
共
、
扨
々
繁
用
昼
夜
無
寸
隙
、
其
上
右
日
本
紀
改
訓

ノ
義
ハ
、
兼
々
も
申
上
候
通
、
殊
外
六
ヶ
敷
事
ニ
而
、
中
々
容
易
ニ
手
ヲ
下
シ

候
義
難
成
、
何
と
も
訓
点
之
付
ヶ
に
く
き
書
ニ
御
座
候
、
夫
故
右
之
御
改
訓
添

削
之
義
も
、
容
易
ニ
ハ
致
し
か
た
く
候
事
、
余
程
手
間
取
り
可
申
候
」
と
、『
日

本
書
紀
』
の
訓
点
は
付
け
に
く
い
書
物
な
の
で
、
延
引
し
て
い
る
と
い
う
。
千

秋
か
ら
は
、
こ
の
後
も
度
々
催
促
が
あ
っ
た
が
、
宣
長
の
作
業
も
進
展
し
て
い

な
い
。

　

そ
の
後
、
千
秋
病
気
や
千
秋
妻
死
去
後
の
寛
政
八
年
十
月
十
六
日
付
の
千
秋

に
宛
て
た
宣
長
書
状
は
「
日
本
紀
御
改
訓
之
御
事
、
被
仰
聞
候
通
承
知
仕
候
」

と
記
し
て
い
る
の
で
、
千
秋
は
、
宣
長
か
ら
『
古
今
集
遠
鏡
』
出
版
の
件
で
催

促
さ
れ
な
が
ら
、「
日
本
書
紀
改
訓
」
に
つ
い
て
の
執
念
を
見
せ
、
執
筆
を
宣

長
に
迫
っ
て
い
る
。「
玉
矛
百
首
解
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
年
十
二
月
十
八
日

付
の
宣
長
書
状
が
「
玉
矛
百
首
解
、
浜
田
侯
一
覧
被
致
度
由
大
沢
（
注
、
大
記

か
、
小
篠
敏
・
道
沖
・
大
記
）
よ
り
申
上
候
処
、
未
清
書
も
不
被
成
候
故
、
先

御
断
被
仰
遣
候
由
、
御
尤
に
奉
存
候
、
追
而
御
病
気
全
快
之
上
、
御
清
書
被
成

候
上
ニ
而
被
遣
可
然
奉
存
候
」
と
、
記
し
て
い
る
。
千
秋
の
許
に
小
篠
敏
を
通

じ
て
浜
田
藩
主
松
平
康
定
か
ら
「
玉
矛
百
首
解
」
の
借
覧
依
頼
が
あ
っ
た
。
千

秋
は
清
書
が
で
き
て
い
な
い
か
ら
と
断
り
、
宣
長
は
病
気
全
快
後
に
清
書
の
上

で
見
せ
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
二
ヶ
月
後
の
新
発
見
寛
政
九
年
二
月
十
二
日
付
の
千
秋
宛
宣
長
書
状

は
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
千
秋
著
「
玉
矛
百
首
解
」
の
草
稿
が
宣
長
の
許
に

届
い
た
と
記
す
。
こ
れ
に
対
し
宣
長
は
、「
張
り
紙
」
が
多
く
入
り
組
ん
で
い
る
。

整
理
し
書
き
直
し
も
必
要
な
の
で
、
添
削
等
に
は
時
間
が
掛
か
る
と
い
う
。

　

も
う
一
つ
の
懸
案
の
千
秋
著
「
神
代
巻
改
訓
」
の
添
削
及
び
、
宣
長
に
依
頼

さ
れ
て
い
た
「
日
本
書
紀
改
訓
」
に
つ
い
て
、
前
々
か
ら
い
っ
て
い
る
通
り
で

難
し
く
で
き
て
い
な
い
と
い
う
。
こ
の
延
引
理
由
の
一
つ
が
浜
田
藩
主
松
平
康

定
に
依
頼
さ
れ
た
『
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
』
執
筆
だ
と
い
う
。
他
方
で
、
同
じ

書
状
で
宣
長
は
千
秋
に
『
古
今
集
遠
鏡
』
の
早
期
刊
行
を
懇
願
し
た
。

　

こ
の
結
果
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。

　

宣
長
著
の
『
古
今
集
遠
鏡
』
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
千
秋
が
説
得
に
応

ず
る
こ
と
で
三
ヶ
月
後
の
寛
政
九
年
五
月
に
刊
行
し
た
。
宣
長
は
千
秋
著
述
の

『
玉
矛
百
首
解
』
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
っ
た
の
か
。「
遠
鏡
」
が
刊
行
し
た
同

じ
五
月
二
十
五
日
付
の
高
木
貞
満
宛
の
書
状
で
宣
長
は
「
玉
矛
百
首
之
儀
は
、

門
人
稲
垣
大
平
注
解
を
致
し
、
も
は
や
脱
稿
仕
候
、
近
々
上
木
い
た
し
候
筈
ニ

御
座
候
、
愚
老
は
別
ニ
書
入
等
は
無
御
座
候
」
と
、『
玉
矛
百
首
解
』
は
、
千

秋
に
断
る
こ
と
無
し
に
稲
垣
大
平
に
ま
か
せ
た
。
六
月
十
九
日
付
の
出
雲
の
千

家
俊
信
宛
の
宣
長
書
状
は
「
大
平
玉
鉾
百
首
解
出
来
申
候
ニ
付
、
御
序
文
御
頼
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申
候
段
、
兼
々
愚
老
へ
も
申
候
義
ニ
御
座
候
」
と
、
大
平
著
の
『
玉
鉾
百
首
解
』

の
序
文
を
出
雲
の
千
家
俊
信
に
依
頼
す
る
。七
月
二
日
付
長
瀬
真
幸
宛
で
は「
大

平
玉
矛
百
首
解
も
致
出
来
、
近
々
上
木
候
筈
御
座
候
」
と
宣
長
は
記
し
て
い
る
。

　

宣
長
が
二
箱
分
の
千
秋
著
述
物
の
返
却
仲
介
を
鈴
木
真
実
に
依
頼
し
た
の

は
、
七
月
二
十
七
日
付
書
状
で
あ
る
。「
神
代
巻
改
訓
」
や
「
日
本
書
紀
改
訓
」

が
、
そ
の
後
、
日
の
目
を
見
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
千
秋
が
長
期
に
わ
た
り
努

力
し
た
『
玉
矛
百
首
解
』
も
「
神
代
巻
改
訓
」
も
、
宣
長
は
千
秋
の
た
め
に
添

削
す
る
こ
と
な
く
、
多
忙
を
理
由
に
延
引
し
た
ま
ま
、
鈴
木
真
実
を
仲
介
に
返

却
し
た
。
多
忙
の
理
由
の
一
つ
で
あ
っ
た
『
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
』
は
、
宣
長

の
推
薦
で
植
松
有
信
が
彫
刻
し
、
大
平
の
『
玉
矛
百
首
解
』
と
同
じ
寛
政
十
一

（
一
七
九
九
）
年
に
刊
行
さ
れ
る
。
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
に
千
秋
が
宣
長

に
は
じ
め
て
「
玉
矛
百
首
解
」
の
草
稿
を
渡
し
た
が
、
こ
の
時
の
草
稿
は
五
・

六
冊
と
記
し
て
い
た
が
、
十
一
年
後
の
大
平
の
『
玉
矛
百
首
解
』
は
上
・
下
二

冊
本
で
刊
行
さ
れ
た
。
寛
政
八
年
九
月
成
稿
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
宣
長
が
千

秋
に
「
病
気
全
快
後
に
清
書
す
れ
ば
よ
い
」
と
記
し
た
の
は
、
同
年
十
二
月

十
八
日
付
で
、
寛
政
九
年
二
月
十
二
日
付
で
宣
長
は
千
秋
の
「
玉
矛
百
首
解
」

の
草
稿
を
落
手
し
た
と
記
す
。
宣
長
は
、
千
秋
が
「
玉
矛
百
首
解
」
の
完
成
に

向
け
作
業
中
に
、
千
秋
に
は
内
密
に
大
平
に
作
業
を
さ
せ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

千
秋
が
宣
長
に
一
方
的
に
書
状
を
出
す
が
、
返
信
は
い
ら
な
い
と
す
る
寛
政

九
年
七
月
頃
の
対
応
は
、
千
秋
の
病
状
ば
か
り
で
な
く
、
宣
長
の
態
度
に
少
々

不
満
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
も
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

　

新
発
見
の
寛
政
九
年
二
月
十
二
日
付
の
横
井
千
秋
（
田
守
）
に
宛
て
た
本
居

宣
長
の
書
状
の
内
容
を
基
軸
に
、
宣
長
と
千
秋
の
関
係
を
検
討
し
た
。
宣
長
・

千
秋
に
関
し
て
は
、
直
接
的
に
は
『
古
今
集
遠
鏡
』
の
問
題
、『
玉
矛
百
首
解
』

の
問
題
、「
日
本
書
紀
改
訓
」
の
問
題
が
あ
り
、
ま
た
、
浜
田
藩
主
松
平
康
定

依
頼
の
『
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
』
の
問
題
が
か
ら
ん
で
い
た
。
ま
た
、
こ
の
背

後
に
は
、
宣
長
に
と
っ
て
も
千
秋
に
と
っ
て
も
最
重
要
な
『
古
事
記
伝
』
の
刊

行
問
題
が
あ
っ
た
。『
古
事
記
伝
』
の
刊
行
は
、
千
秋
の
援
助
の
も
と
で
、
植

松
有
信
彫
刻
、
鈴
木
真
実
等
が
実
務
を
担
当
し
な
が
ら
進
行
し
た
。『
古
今
集

遠
鏡
』
も
『
古
事
記
伝
』
も
名
古
屋
の
永
楽
屋
東
四
郎
か
ら
の
刊
行
で
あ
る
。

宣
長
の
著
述
物
が
多
く
横
井
千
秋
ら
の
援
助
の
も
と
で
名
古
屋
書
肆
か
ら
刊
行

さ
れ
る
背
後
に
は
、
寛
政
六
年
の
名
古
屋
本
屋
仲
間
の
独
立
公
認
が
あ
る
。
そ

れ
ま
で
、
三
都
本
屋
仲
間
の
独
占
体
制
の
下
で
京
都
本
屋
仲
間
の
傘
下
に
あ
っ

た
名
古
屋
の
本
屋
が
自
主
開
板
を
要
求
し
、
尾
張
藩
・
藩
主
徳
川
宗
睦
の
力
で

公
認
さ
れ
た
。
天
明
・
寛
政
期
の
宗
睦
の
文
教
政
策
と
、
尾
張
藩
内
に
大
き
な

影
響
を
持
っ
た
横
井
一
族
の
横
井
千
秋
の
援
助
は
、
宣
長
の
著
作
出
版
に
と
っ

て
、
金
銭
面
の
援
助
と
と
も
に
体
制
問
題
と
し
て
も
大
き
な
力
と
な
っ
た
。

　

千
秋
は
、尾
張
藩
改
革
や
国
政
改
革
に
あ
た
り
、宣
長
の
国
学
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

を
利
用
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
宣
長
を
名
古
屋
に
招
き
、『
古
事
記

伝
』
の
刊
行
を
告
げ
る
と
と
も
に
、
千
秋
自
身
『
白
真
弓
』『
詩
歌
論
』
を
著

述
し
、
国
学
と
政
治
を
結
び
つ
け
よ
う
と
し
た
。
千
秋
の
側
か
ら
す
れ
ば
、『
古

事
記
』
の
注
釈
書
『
古
事
記
伝
』
と
と
も
に
、漢
文
で
著
さ
れ
た
『
日
本
書
紀
』

の
「
改
訓
」
す
な
わ
ち
、
和
訳
は
、
多
く
の
人
々
に
読
ま
せ
理
解
さ
せ
る
上
で

重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。
和
歌
は
国
学
的
政
治
の
基
本
精
神
と
し
て『
古
今
集
』

の
歌
意
を
多
く
の
人
々
に
理
解
さ
せ
る
べ
く
、
宣
長
に
そ
の
現
代
語
訳
を
著
作

さ
せ
た
。『
新
古
今
集
』
の
現
代
語
訳
も
同
様
に
宣
長
に
著
作
さ
せ
よ
う
と
し

た
り
、
宣
長
著
の
『
玉
矛
百
首
』
に
注
解
を
加
え
、
多
く
の
人
々
に
国
学
精
神

を
浸
透
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
も
千
秋
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
同
一
線
上
に
あ
っ
た
。
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千
秋
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
宣
長
の
門
人
と
は
い
え
、
宣
長
を
政
治
変
革

の
た
め
の
有
能
な
人
材
と
し
て
扱
っ
て
い
た
。
出
版
の
便
宜
や
金
銭
面
の
援
助

は
そ
の
た
め
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
学
識
面
で
も
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
若
い

と
き
に
は
横
井
也
有
や
暁
台
に
俳
諧
・
俳
文
を
学
び
、
田
中
道
麿
に
は
和
歌
を

学
び
、
宣
長
入
門
後
も
『
白
真
弓
』
や
『
詩
歌
論
』
を
著
述
し
て
い
た
。
宣
長

に
対
し
て
学
識
に
敬
意
を
持
っ
て
も
、
全
て
受
け
身
で
あ
る
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
そ
れ
が
、
本
稿
で
み
た
「
古
今
集
遠
鏡
」
に
お
け
る
理
解
差
に
む
す
び
つ

い
た
。
刊
行
さ
れ
た
『
古
今
集
遠
鏡
』
を
見
る
と
、「
千
秋
云
」
と
の
項
が
多

く
み
ら
れ
る
が
、
一
例
を
あ
げ
よ
う
。「
ほ
に
も
出
ぬ
山
田
を
も
る
と
ふ
ぢ
衣

い
な
ば
の
露
に
ぬ
れ
ぬ
日
は
な
し
」
と
い
う
「
よ
み
人
し
ら
ず
」
の
歌
の
宣
長

訳
は
「
マ
ダ
穂
モ
デ
ヌ
山
ノ
田
ヲ
ト
ウ
カ
ラ
番
ヲ
ス
ル
ト
テ　

毎
日

く
稲
ノ

葉
ノ
露
デ
キ
ル
モ
ノ
ノ
ヌ
レ
ヌ
日
ト
云
ハ
ナ
イ　

百
姓
ト
云
モ
ノ
ハ
ア
ヽ
ヽ
ナ

ン
ギ
ナ
モ
ノ
ヂ
ヤ　
　

此
ヤ
ウ
ナ
ヤ
ウ
ス
ヲ
上
ニ
ハ
御
存
知
ア
ル
マ
イ
ガ　

藤

衣
は
、
い
や
し
き
者
の
き
も
の
也
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
千
秋
注
は
「
千

秋
云
、
こ
は
君
た
る
人
は
、
こ
と
に
深
く
心
を
と
め
て
、
味
ひ
給
ふ
べ
き
歌

也
、
下
と
し
て
、
貴
き
人
の
御
心
ば
へ
を
も
知
奉
り
、
又
貴
き
人
の
、
下
が
下

の
有
さ
ま
を
も
、
よ
く
し
ろ
し
め
す
べ
き
は
歌
也
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
千

秋
の
注
は
、『
詩
歌
論
』
の
主
張
の
よ
う
に
、
和
歌
を
政
治
と
結
び
つ
け
る
こ
と
、

ま
た
儒
教
道
徳
の
「
忠
」
と
は
異
な
り
、「
君
主
」
が
「
下
」
の
難
議
や
心
を

知
る
こ
と
が
大
切
と
い
う
。
千
秋
の
国
学
的
政
治
論
の
特
徴
が
よ
く
で
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
学
者
と
し
て
の
宣
長
と
、
そ
の
立
場
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た

と
い
え
る
。
千
秋
の
『
玉
矛
百
首
解
』
の
草
稿
は
、今
の
所
残
存
を
知
ら
な
い
が
、

恐
ら
く
、こ
う
し
た
注
釈
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ま
た
、「
漢
意
」

の
無
い
時
代
の
日
本
精
神
の
研
究
を
志
し
『
古
事
記
』
を
研
究
し
た
宣
長
に
す

れ
ば
、
漢
文
と
漢
文
の
潤
色
に
満
ち
た
『
日
本
書
紀
』
の
改
訓
（
和
訳
）
を
千

秋
に
迫
ら
れ
て
も
、
難
し
い
と
言
う
ほ
か
な
か
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

千
秋
の
病
状
は
そ
の
後
、快
復
は
し
て
い
な
い
。
他
方
宣
長
の
『
古
事
記
伝
』

の
執
筆
は
順
調
に
進
ん
だ
。『
古
今
集
遠
鏡
』
刊
行
の
翌
寛
政
十
年
六
月
十
七

日
付
の
荒
木
田
久
老
宛
の
書
状
で
宣
長
は
、「
私
古
事
記
伝
も
、
当
月
十
三
日

全
部
四
十
四
巻
卒
業
、
草
稿
本
書
立
申
候
明
和
四
年
よ
り
書
は
じ
め
、
三
十
二

年
に
し
て
終
申
候
、
命
ノ
程
を
危
ク
存
候
処
、
皇
神
之
御
め
ぐ
み
に
か
ゝ
り
、

先
存
命
仕
候
而
、生
涯
之
願
望
成
就
仕
、大
悦
之
至
存
候
儀
ニ
御
座
候
」
と
、『
古

事
記
伝
』
四
十
四
巻
の
完
成
を
喜
ん
で
い
る
。
第
三
帙
（
巻
十
二
か
ら
十
七
）

が
寛
政
九
年
に
刊
行
さ
れ
、
第
四
帙
（
巻
十
八
か
ら
二
十
三
）
の
刊
行
が
準
備

中
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
僅
か
三
年
後
の
享
和
元
（
一
八
〇
一
）
年
、
横
井
千
秋
六
十
四
才
、
本

居
宣
長
七
十
二
才
で
死
去
す
る
。『
古
事
記
伝
』
第
四
帙
は
、ま
だ
刊
行
さ
れ
ず
、

第
八
帙
（
巻
四
十
か
ら
四
十
四
）
が
刊
行
さ
れ
る
の
は
、
死
後
二
十
一
年
た
っ

た
文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
で
あ
っ
た
。


